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右
例
に
依
つ
で
も
明
か
な
る
如
く
或
合
一
此
に
於
り
Yωωωwωωω 
〕
{whH0.000
川e
二
二
四
る
取
引
量
の
増
加
あ
る
時
は
之
に
応
じ
て
運
蒋
資
本
の
額
を
増
加
せ
し
め
以
て
流
動
負
債
を
支
梯
っ
て
ぬ
川
徐
裕
あ
る
様
に
忽
し
置
く
ぺ
き
は
一
の
財
務
原
理
な
り
さ
一
玄
ふ
べ
き
で
あ
る
。
潤
深
な
る
還
時
資
本
の
利
弊
潤
浮
な
る
運
時
資
本
の
有
利
な
る
は
一
式
ふ
迄
も
な
い
が
共
よ
り
生
十
利
益
に
就
き
の
・
41・
0
0百円
g
t
o誌
は
次
の
如
き
事
.
泊
八
ぞ
掲
げ
て
ゐ
る
。
σ
一
、
其
最
も
重
要
な
る
利
盆
は
抽
象
的
の
も
の
で
あ
っ
て
そ
れ
は
経
後
に
於
け
る
士
気
の
維
持
で
あ
る
。
一
一
、
支
抑
確
寅
且
迅
速
な
ら
し
む
る
が
故
に
商
業
信
用
を
維
持
す
る
事
が
出
来
る
。
三
、
現
金
割
引
?
受
け
る
事
が
出
来
る
。
四
、
銀
行
信
用
ケ
有
利
に
利
用
す
る
事
が
出
来
る
五
、
不
泌
期
に
於
て
資
金
を
調
達
す
る
は
甚
だ
困
難
な
る
が
故
に
之
に
熔
十
る
然
多
少
の
不
利
は
忍
ん
で
も
相
営
現
金
を
徐
分
に
保
有
し
置
く
事
が
必
要
で
占のる。以
上
は
潤
浮
な
る
迩
特
資
本
よ
り
生
A
V
る
利
盆
で
あ
る
が
倫
次
の
如
き
弊
容
を
件
ふ
。
F 
(
一
)
無
駄
を
多
く
す
る
。
(二
)
E額
の
資
金
含
有
す
る
時
は
好
ま
し
か
ら
ざ
る
事
業
に
之
を
注
入
し
資
金
の
遣
繰
り
が
行
は
る
〉
(
三
)
銀
行
に
預
け
入
る
、
事
ど
な
hy無
利
子
又
は
低
利
の
ゑ
に
利
子
を
損
す
る
o
(
四
)
巨
額
の
現
金
を
保
有
す
る
は
事
業
の
披
張
又
は
株
主
ヘ
配
信
す
ぺ
き
金
額
の
存
在
を
一
不
す
も
の
で
占
の
る
。
ωの
0
3
Z
D
t
2
m
g広
匂
・
ω
∞。ーも。.
如
斯
に
し
て
迩
特
資
本
の
潤
深
に
は
一
利
一
害
を
伶
ひ
又
他
方
迩
縛
資
本
の
不
足
は
事
業
破
綻
を
招
致
す
る
ご
す
れ
ば
経
答
者
は
資
金
の
操
縦
じ
注
意
し
注
轄
資
本
に
過
不
足
な
き
様
心
懸
く
べ
き
で
あ
る
。
蕊
に
於
て
か
事
業
に
取
り
何
程
を
以
て
趨
蛍
な
る
還
特
資
本
額
芯
な
す
ぺ
き
ゃ
を
研
究
す
る
事
は
極
め
て
必
要
な
る
事
さ
な
る
o
必
要
な
る
運
蒋
資
本
額
訟
決
定
す
る
諸
要
素
事
業
財
政
に
於
て
必
要
運
轄
資
本
額
の
決
定
は
甚
だ
重
要
な
る
問
題
で
事
業
財
政
の
研
究
者
は
何
れ
も
之
に
就
て
論
性
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
mw
該
で
は
関
係
迩
韓
資
本
の
分
析
項
目
別
に
其
最
も
主
な
る
要
素
を
掲
げ
筒
草
に
説
明
を
加
へ
る
事
に
す
る
。
一
、
手
持
商
品
。
ー
、
士
宮
(
上
官
同
0
2
、
一
ヶ
年
間
に
於
け
る
責
上
高
の
分
布
戒
態
郎
ち
季
節
鐙
勤
。
3
、
替
業
欣
態
。
ス
ト
ッ
ク
ヘ
製
造
又
は
販
責
前
に
手
持
商
品
を
得
る
必
要
あ
り
や
否
や
。
b
、
製
造
期
間
。
c
、
製
造
よ
り
販
寅
に
至
る
期
間
。
二
、
受
取
勘
定
及
び
受
取
手
形
、
販
責
保
件
。
三
、
支
梯
勘
定
及
び
支
梯
手
形
。
ー
、
仕
入
係
件
。
2
、
回
牧
政
策
。
四
、
銀
行
に
謝
す
る
支
梯
手
形
。
ー
、
流
動
資
産
に
謝
す
る
信
用
許
容
額
を
制
限
す
る
信
用
標
準
。
2
、
流
動
資
産
以
外
の
も
の
、
奥
ふ
る
保
護
。
a
、
其
他
の
資
産
総
額
。
二
二
五
商
業
芯
経
済
b
、
其
他
の
融
通
方
注
。
3
、
一
般
財
界
mm
態。
五
、
一
般
的
要
素
。
1
、
経
緯
ロ
能
率
。
2
、
経
緯
向
者
の
態
度
。
取
引
量
の
大
小
に
よ
っ
て
事
業
が
所
有
す
ペ
，
き
手
持
商
品
の
量
が
異
る
ぺ
き
は
蛍
然
の
事
で
あ
る
。
又
季
節
的
に
麓
勤
あ
る
事
業
は
然
ら
ま
る
も
の
に
比
し
大
な
る
手
持
商
口
阿
佐
必
姿
ざ
す
る
。
例
へ
ば
努
稗
帽
子
の
製
造
業
者
の
手
持
商
品
の
仕
入
は
或
一
時
に
集
中
し
市
場
の
諸
肉
小
貢
商
の
仕
入
は
一
ヶ
年
を
、
通
じ
て
殆
ぜ
均
し
き
が
如
き
で
あ
る
。
叉
供
給
が
不
確
買
な
る
か
、
建
設
問
題
の
解
決
を
要
す
る
事
業
に
在
り
で
は
防
衛
手
段
ご
し
て
其
手
持
商
品
の
額
を
増
加
せ
し
め
る
事
さ
な
る
。
更
に
製
迩
に
長
日
月
を
要
す
る
も
の
は
そ
れ
だ
け
手
持
商
品
の
負
携
が
大
さ
な
る
。
例
へ
ば
弦
に
二
工
場
み
の
り
て
各
毎
月
一
高
単
位
の
製
品
争
責
捌
く
も
の
さ
し
又
各
其
製
造
に
二
ヶ
月
及
び
三
ヶ
月
を
要
す
る
ご
し
た
な
ら
ば
第
一
の
舎
一
祉
に
在
b
て
は
或
一
定
時
に
於
て
第
二
食
祉
の
三
分
の
ニ
を
以
f 
↓
一
二
六
て
共
生
産
を
続
け
る
事
ご
な
る
の
で
あ
る
。
印
ち
一
月
一
日
に
其
生
産
を
始
め
る
さ
し
て
前
者
は
三
月
一
日
ま
で
に
仕
上
ぐ
べ
き
生
産
高
印
ち
二
高
単
位
の
も
の
を
必
要
ご
す
る
に
濁
し
後
者
は
四
月
一
日
迄
に
仕
上
ぐ
ぺ
き
生
産
高
郎
も
三
高
草
位
の
も
の
を
必
要
ご
す
る
の
で
あ
る
。
商
品
の
製
造
が
完
了
し
て
も
倫
之
を
販
頁
す
る
迄
の
待
望
期
間
が
存
在
す
る
。
註
文
に
依
り
て
製
造
し
或
は
製
造
す
る
や
直
に
貢
却
す
る
合
妊
に
在
り
で
は
手
持
製
品
の
須
の
金
融
問
題
は
起
ら
な
い
。
が
製
品
ヶ
E
額
に
手
持
す
る
を
要
す
る
舎
一
肢
に
在
り
で
は
全
く
事
情
が
臭
っ
て
ゐ
る
。
兎
に
角
終
業
又
は
販
責
に
関
係
す
る
諸
都
僚
件
の
一
に
し
て
改
善
さ
る
、
時
は
常
に
商
品
の
手
持
高
は
減
少
し
岡
純
度
数
は
従
て
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
販
責
保
件
並
に
資
金
回
牧
の
速
度
さ
は
受
取
勘
定
に
回
定
す
べ
き
資
本
額
を
決
定
す
る
。
信
用
ケ
許
奥
す
る
舎
一
祉
に
在
り
で
は
単
に
自
己
の
手
持
商
品
の
み
な
ら
宇
得
意
先
に
貢
渡
し
た
る
商
品
の
結
局
に
資
金
の
調
達
を
怨
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
" 
之
に
反
し
仕
入
保
件
の
克
大
な
る
は
別
の
方
面
よ
り
運
斡
資
本
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
印
ち
、
通
常
有
利
な
る
現
金
割
引
が
提
供
さ
る
K
A
が
放
に
商
業
信
用
を
利
用
す
る
の
は
只
絶
調
的
に
必
要
な
る
場
合
に
限
ら
る
〉
の
で
あ
る
。
銀
行
信
用
以
之
ヶ
利
用
し
得
る
場
令
に
は
迩
特
資
本
必
要
領
を
減
少
せ
し
む
る
手
段
ご
し
て
商
業
信
用
に
勝
る
も
の
で
あ
る
が
之
は
銀
行
家
の
信
用
標
準
の
如
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
而
し
て
英
信
用
標
準
の
如
何
は
短
期
信
用
の
基
礎
た
る
流
動
資
産
の
額
並
に
其
安
蛍
性
の
研
究
の
結
果
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
倫
他
に
債
務
な
き
場
合
に
は
固
定
資
産
の
額
並
に
其
性
質
の
如
何
が
銀
行
家
の
信
用
標
準
決
定
の
一
要
素
さ
な
る
o
例
へ
ば
紡
績
工
場
に
お
し
て
は
其
運
航
河
資
本
の
状
態
が
保
詮
す
る
信
用
観
念
越
え
て
一
鎚
に
付
き
或
額
ケ
認
容
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
又
経
験
J
の
る
銀
行
家
は
現
在
の
財
界
m
m
態
の
如
何
に
よ
っ
て
英
信
用
標
準
を
左
右
し
異
常
な
る
好
況
時
直
後
の
如
き
物
倍
強
勤
の
不
確
買
な
る
時
期
に
在
hJ
て
は
一
府
肢
重
な
る
保
件
ぞ
附
す
る
が
却
さ
手
段
に
出
で
る
の
で
あ
る
。
運
時
資
本
の
分
析
以
上
述
ぺ
た
る
諸
貼
は
各
事
業
に
よ
っ
て
臭
っ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
o
次
に
同
程
の
産
業
に
属
す
る
個
々
の
事
業
に
在
つ
て
は
経
替
能
率
の
差
に
よ
っ
て
其
愛
化
が
起
る
の
で
あ
る
。
股
重
な
る
取
立
政
策
を
守
る
時
は
受
取
勘
定
の
金
額
を
減
少
す
る
事
さ
な
る
が
如
き
或
は
生
産
方
法
の
改
善
に
よ
っ
て
商
品
手
持
高
を
低
下
せ
し
め
持
業
欣
態
、
が
好
轄
す
る
が
如
き
、
卓
越
せ
る
合
計
方
桧
並
じ
統
計
的
統
制
に
よ
っ
て
最
低
手
持
商
品
の
維
持
ケ
可
能
な
ら
し
む
る
が
如
き
皆
其
例
に
外
な
ら
ぬ
。
又
次
じ
経
絡
口
者
の
態
皮
の
如
何
印
も
保
守
的
な
る
か
投
機
的
な
る
か
も
亦
重
要
な
る
要
素
で
あ
る
。
保
守
的
な
人
は
債
格
投
機
の
忽
に
五
額
の
商
品
を
手
持
す
る
事
を
避
け
出
来
る
だ
け
多
〈
の
現
金
を
所
有
せ
ん
さ
し
叉
徐
程
苦
し
い
場
合
を
除
い
て
は
銀
行
信
用
を
極
度
ま
で
利
用
す
る
事
タ
避
け
る
で
あ
ら
う
。
m
w
o
g吉岡
σ白
h
m
H
F己
n
r
p
℃
・
凶
凶
口
H
H
S
c
c
E
H
〉
宅
一
一
己
出
口
弘
口
白
山
い
町
一
口
h
g
n
c
H
)・
ω
中
ω
ω
A
V
-
H
C戸H
札
口
出
口
出
一
口
の
加
国
間
一
ロ
ロ
ロ
日(い
}
H
D
勺
・
凶
〈
口
等
。
運
航
特
資
本
に
不
足
。
γ
生
也
し
む
る
原
因
二
二
七
商
業
さ
経
済
二
二
入
一
事
業
に
於
て
何
が
趨
蛍
な
る
運
航
時
資
本
額
な
り
や
は
以
上
述
べ
た
る
諸
要
素
を
考
慮
し
て
之
を
決
す
ぺ
き
で
あ
る
。
併
し
運
聴
資
本
は
不
時
の
事
獲
に
図
h
ノ
或
は
財
務
管
理
の
宜
し
き
ゃ
-
得
ぎ
る
忽
に
其
不
足
を
来
た
す
事
が
あ
る
。
依
て
運
蒋
資
本
を
不
足
な
ら
し
む
る
原
因
を
一
瞥
す
る
事
に
し
ゃ
う
。
(
一
)
利
息
及
び
配
蛍
金
。
ー
i
利
息
に
せ
よ
配
蛍
金
に
せ
よ
之
を
支
梯
ふ
も
負
債
は
元
通
り
で
只
現
金
?
減
十
る
の
み
さ
な
る
が
故
に
従
て
運
轄
資
本
の
減
少
を
来
す
事
さ
な
る
。
利
息
は
事
業
が
縫
績
す
る
限
り
英
支
拐
を
怠
る
べ
か
ら
ゴ
る
不
得
止
問
費
で
あ
る
が
配
給
田
金
に
在
り
で
は
牧
盆
中
よ
り
之
を
翁
す
さ
否
さ
を
問
は
十
其
支
梯
が
蓮
轄
資
本
の
欣
態
を
著
し
く
傷
く
る
が
如
き
場
合
に
は
其
支
梯
は
不
蛍
な
る
も
の
で
あ
る
O
牧
盆
に
非
F
る
配
蛍
金
は
其
株
式
或
は
赴
債
を
貰
出
さ
ん
ざ
す
る
じ
蛍
っ
て
合
一
枇
の
見
か
け
を
佳
良
な
ら
し
め
ん
が
結
局
に
行
は
る
、
所
で
あ
る
が
斯
の
如
き
は
共
同
病
勅
ケ
盆
増
大
せ
し
め
救
済
の
遂
な
き
に
至
ら
し
れ
U
る
も
の
で
あ
る
。
倫
充
分
な
る
牧
盆
あ
り
て
配
砂
田
を
結
局
し
得
る
場
合
ご
雄
も
其
利
盆
を
以
て
固
定
資
産
の
獲
得
に
充
つ
る
さ
同
時
に
配
蛍
金
の
支
挑
み
ダ
忽
さ
ん
ご
し
て
財
政
的
困
難
を
招
致
す
る
事
が
多
い
。
令
業
の
安
全
の
結
局
に
は
見
か
け
は
犠
牲
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。
従
て
賢
明
な
る
主
役
は
貸
借
濁
照
表
に
剃
徐
金
勘
定
が
あ
り
又
運
特
資
本
の
輩
周
な
る
事
ケ
以
て
配
蛍
宣
告
一
口
の
先
決
俊
件
ご
し
て
ゐ
る
の
で
あ
、，J
る
0
0
山
山
一
九
一
ご
年
春
吋
目
見
出
ヤ
po白
5
z
n。
宮
内
2
3
5
z
g
は
一
九
二
O
年
下
午
期
に
於
て
牧
盆
な
く
且
其
操
業
島
宇
減
ぜ
る
に
も
係
は
ら
?
国
営
私
縞
げ
れ
。
而
し
て
同
年
五
月
迩
韓
資
本
た
獲
得
す
ろ
潟
枇
債
守
護
行
す
ろ
に
営
リ
「
過
去
十
四
年
間
同
一
率
の
配
営
為
績
げ
れ
れ
り
」
さ
遁
べ
士
。
併
し
合
祉
は
其
後
間
も
な
く
無
配
営
さ
な
つ
土
。
(
二
)
替
業
損
失
|
|
管
業
損
失
も
亦
連
勝
資
本
を
澗
潟
せ
し
な
る
原
因
の
一
で
あ
る
。
該
に
偉
業
損
失
ご
は
商
品
其
他
を
版
貢
す
る
も
其
牧
盆
が
貰
却
商
品
の
原
慎
及
び
販
貢
並
に
管
理
に
必
要
な
る
経
費
合
償
ふ
日
足
ら
ゴ
る
損
失
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
は
合
計
報
告
の
不
充
分
又
は
遅
延
に
因
る
経
答
者
の
無
知
に
基
く
事
も
あ
れ
ば
又
不
況
時
に
於
て
替
業
を
縫
続
し
好
況
時
の
準
備
の
結
局
に
意
識
的
に
負
援
す
る
. 
ト
事
も
あ
る
。
従
業
損
失
ご
雄
も
必
十
し
も
運
轄
資
本
営
澗
潟
せ
し
め
る
さ
は
限
っ
て
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
諸
設
備
の
減
債
鈴
却
は
管
業
損
失
で
は
あ
る
が
之
は
流
動
資
産
で
は
な
く
固
定
資
産
の
債
額
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
損
盆
計
算
書
を
分
析
す
る
時
不
況
時
に
於
て
は
修
経
費
並
に
取
替
費
用
が
異
常
に
低
減
せ
る
や
-
見
る
事
が
多
い
。
又
減
債
鈎
却
高
も
過
少
に
示
さ
れ
見
掛
け
の
損
失
を
減
少
せ
し
め
る
事
が
多
い
。
三
、
非
常
損
失
l
l此
範
鴎
に
入
る
ぺ
き
項
目
を
全
部
洩
な
く
掲
げ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
非
常
損
失
ご
は
流
動
資
産
の
減
少
系
は
流
動
負
債
の
増
加
密
生
す
る
も
之
に
伶
っ
て
運
特
資
本
の
紋
態
に
何
等
好
影
響
伝
奥
へ
5
る
如
き
損
失
を
云
ム
。
其
最
も
普
通
な
る
は
市
債
の
急
激
な
る
援
勤
に
基
く
手
持
商
品
の
償
額
の
低
落
で
あ
る
。
一
九
二
O
l
一
九
一
二
年
通
貨
政
縮
時
代
に
於
て
此
理
由
に
基
き
靖
夫
か
蒙
っ
た
合
祉
は
数
限
b
が
な
い
。
一
例
伝
以
て
示
さ
ん
に
一
九
一
二
年
l
一
九
一
九
年
の
問
に
純
利
盆
中
よ
り
三
千
高
弗
?
芯
立
て
た
る
吋
志
向
g
R巳
円
g岳
R
(
U
0
5・
迩
時
資
本
の
分
析
窓
口
可
は
二
九
二
O
年
i
一
九
一
ご
年
後
に
は
其
積
立
金
部
を
失
っ
て
克
に
七
百
高
弗
の
侠
損
を
計
上
し
た
の
で
あ
る
。
一
公
金
私
治
、
窃
盗
に
基
〈
の
も
此
類
で
あ
る
。
又
不
利
な
る
判
決
或
は
不
時
の
重
課
に
よ
り
突
如
ざ
し
て
其
流
動
負
債
を
増
加
す
る
事
が
あ
る
。
(
四
)
固
定
資
産
の
鍍
張
l
l設
備
披
張
又
は
改
善
の
匁
に
企
業
が
固
定
資
産
に
現
金
を
支
出
す
る
事
が
屡
E
起
る
。
之
は
漠
然
儲
か
る
見
込
が
あ
る
様
な
好
況
時
に
多
く
見
る
所
で
あ
る
。
利
盆
が
多
く
且
其
費
用
も
左
程
大
で
な
い
な
ら
ば
問
題
は
な
い
。
併
し
時
ざ
し
て
之
が
結
局
に
運
航
時
資
本
を
危
険
な
る
賂
ま
で
低
下
せ
し
め
る
に
至
る
事
が
あ
る
。
従
来
財
政
困
難
の
起
る
所
を
見
る
に
多
く
は
信
用
緊
縮
、
金
利
高
の
時
代
に
入
る
迄
流
動
資
金
の
不
足
に
気
付
か
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
其
時
に
は
現
金
を
補
充
す
る
怨
に
は
不
利
な
係
件
を
忍
ん
で
も
詮
券
を
袋
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
五
)
業
務
の
披
捺
l
l或
事
業
は
好
景
気
に
よ
っ
て
却
っ
て
苦
し
む
事
が
あ
る
J
郎
も
寅
上
高
は
急
激
な
る
増
加
佐
見
る
も
運
特
資
本
の
之
に
供
は
5
る
を
二
二
九
商
業
さ
経
済
嘆
宇
る
事
が
あ
る
。
取
引
高
の
増
加
は
手
持
商
品
並
に
古
只
掛
金
の
増
加
を
意
味
す
る
。
或
程
度
ま
で
は
銀
行
や
取
引
先
よ
り
助
力
を
仰
ぐ
事
が
出
来
な
い
で
は
な
い
が
其
黙
に
到
達
す
る
や
注
意
深
い
債
権
者
は
蓮
碍
資
本
が
其
流
勤
負
債
に
比
し
、
過
少
な
る
や
-
知
り
其
信
用
詐
奥
を
差
控
へ
る
事
さ
な
る
。
此
場
合
事
業
が
か
、
る
状
態
に
在
る
事
を
知
り
永
久
的
資
本
獲
得
の
手
段
に
出
づ
る
な
ら
ば
容
易
に
其
目
的
を
遣
し
得
る
事
が
出
来
、
困
難
を
見
な
く
っ
て
も
よ
い
。
一
運
韓
資
本
の
分
析
連
勝
資
本
の
不
足
は
財
政
的
破
綻
の
異
原
因
に
非
、
十
ざ
す
る
も
其
先
駆
な
り
ご
足
る
事
が
出
来
る
か
ら
分
析
者
は
貸
借
濁
照
表
の
此
部
分
の
進
展
を
絶
え
十
注
減
す
る
の
で
あ
る
。
且
脱
税
表
き
る
る
貸
借
謝
昭
一
表
は
誤
解
子
導
き
易
き
も
の
で
あ
る
か
ら
共
通
不
適
合
後
見
す
る
に
は
特
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
先
づ
第
一
に
連
時
資
本
に
関
係
せ
る
項
目
ゃ
趨
蛍
に
見
出
す
様
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
。
芸
品
し
流
動
的
な
ら
ざ
る
資
産
も
其
項
目
中
に
包
合
さ
る
、
事
あ
り
. 
二
三
O
叉
流
動
負
債
も
時
ざ
し
て
除
外
さ
る
、
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
次
に
問
題
さ
な
る
の
は
其
記
載
に
畑
町
謬
な
き
ゃ
又
其
債
額
は
相
互
に
遊
山
首
な
る
比
率
・
を
保
ち
居
る
や
否
や
其
詳
細
に
就
て
の
検
討
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
本
稿
に
於
て
は
比
率
に
閲
す
る
問
題
は
之
を
省
き
運
碍
資
本
を
構
成
す
る
項
目
に
就
て
逃
ぺ
る
事
ざ
す
る
。
現
金
現
金
は
債
値
の
共
通
測
反
に
し
て
殆
ピ
総
て
の
流
動
資
産
は
之
に
向
っ
て
流
れ
る
も
の
で
あ
る
。
部
ち
頁
掛
金
は
現
金
よ
り
一
階
段
ケ
離
れ
た
る
も
の
に
し
て
手
持
商
品
は
二
階
段
を
隔
て
た
る
も
の
で
あ
る
o
蓋
し
商
品
は
先
づ
寅
却
さ
れ
て
受
取
勘
定
さ
化
し
受
取
勘
定
は
取
立
て
ら
れ
現
金
さ
な
る
か
ら
で
あ
る
。
現
金
は
一
度
E
手
許
現
金
及
び
銀
行
預
金
の
二
項
目
に
分
ち
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
o
パ
い
此
は
賢
明
な
る
配
列
方
法
三
一
式
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
之
は
検
詮
す
る
事
が
出
来
る
部
分
印
ち
銀
行
預
金
ε偽
り
一
不
3
.
る
、
事
あ
る
従
て
慎
重
な
る
分
析
を
必
要
ざ
す
る
項
目
ざ
を
直
別
す
る
が
放
で
あ
る
。
手
許
現
金
さ
一
式
へ
P 
ば
甚
だ
明
白
に
し
て
何
等
説
明
を
要
せ
5
る
如
く
考
へ
ら
る
の
で
あ
る
が
不
慣
れ
な
又
不
注
意
な
人
々
は
此
に
種
々
の
項
目
を
合
ま
し
め
て
ゐ
る
。
印
も
被
使
用
人
の
借
用
詮
-
役
員
に
謝
す
る
貸
付
金
、
販
貢
人
に
謝
す
る
前
貸
金
等
の
如
き
現
金
に
非
ま
る
項
目
を
も
之
に
合
ま
し
な
る
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。
兎
に
角
も
手
詐
現
金
が
別
項
目
ざ
し
て
掲
げ
ら
る
、
場
合
に
は
其
金
額
は
比
較
的
少
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
若
し
其
令
額
に
し
て
大
な
る
場
合
に
は
上
記
の
如
き
誤
謬
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
一
応
確
め
る
必
要
が
あ
る
。
又
貸
借
謝
照
表
の
監
査
が
行
は
れ
ま
る
場
合
に
は
不
正
な
る
或
は
無
知
な
る
事
業
主
は
振
出
小
切
手
に
し
て
未
だ
取
立
て
ら
れ
ざ
る
も
の
を
銀
行
預
金
中
に
表
は
す
事
が
あ
る
。
此
場
合
其
取
引
先
に
謝
す
る
勘
定
は
其
小
切
手
に
よ
っ
て
帳
簿
上
に
於
て
は
減
少
L
て
ゐ
る
か
ら
某
だ
け
其
正
味
財
産
高
一
及
び
運
航
時
資
本
子
過
大
に
表
示
す
る
事
さ
な
る
叉
更
に
や
'
る
い
方
法
ざ
し
て
は
監
査
又
は
貸
借
謝
照
撃
の
作
成
時
に
於
て
取
立
の
不
確
震
な
る
小
切
手
を
銀
行
に
預
け
入
れ
以
て
銀
行
預
金
額
の
増
加
を
計
ら
運
蒋
資
本
の
分
析
ん
ざ
す
る
事
が
あ
る
。
勿
論
如
斯
は
監
査
に
よ
っ
て
摘
出
す
ぺ
き
事
項
で
監
査
人
は
銀
行
に
於
て
取
立
中
の
切
手
々
形
伝
一
々
照
査
す
べ
き
で
あ
る
。
倫
銀
行
預
金
さ
雄
も
一
般
目
的
の
匁
に
利
用
し
得
ゴ
る
も
の
あ
る
は
注
意
を
要
す
る
o
例
へ
ば
減
債
基
金
さ
云
ふ
が
如
き
特
定
の
目
的
を
以
て
預
け
ら
れ
た
る
も
の
、
如
き
之
で
あ
る
。
而
し
て
如
斯
項
目
は
明
瞭
に
別
項
目
に
て
表
は
す
が
よ
い
。
的
銀
行
罰
金
が
呪
金
中
に
合
ま
る
』
事
上
記
の
如
く
で
あ
る
が
議
に
銀
行
預
金
さ
は
如
何
な
る
種
類
の
預
金
な
る
た
問
は
ず
さ
云
ふ
に
非
?
L
て
小
切
手
に
よ
ろ
引
出
お
認
め
ら
れ
士
ろ
預
金
に
限
局
さ
ろ
』
の
で
あ
ろ
o
k
r
-
g
E
2
4長
き
仏
間
・
4
・
ロ
ロ
ロ
ロ
山
口
問
日
知
己
芯
〉
E
一
宮
町
O
同
町
一
E
口
広
己
盟
主
m
E
S
Z
匂
-
h
N
。・
事
業
が
図
際
的
取
引
を
行
ひ
又
は
外
因
銀
行
さ
取
引
関
係
あ
る
場
合
外
国
銀
行
に
預
金
す
る
事
が
あ
る
而
じ
て
其
預
金
に
し
て
邦
貨
に
て
結
局
さ
れ
。
さ
る
限
b
怨
替
相
場
の
縫
勤
に
よ
っ
て
実
額
も
愛
勤
す
る
事
ご
な
る
。
之
は
外
閣
の
都
市
に
於
て
支
梯
は
る
べ
き
勘
定
並
に
手
形
に
就
て
も
同
様
で
あ
る
。
外
国
銀
行
へ
の
預
金
又
は
債
擦
が
存
す
る
時
は
宗
一一一
-~ 
商
業
さ
控
訴
項
目
ご
し
て
貸
借
調
照
表
に
掲
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
而
し
で
か
冶
る
項
目
が
存
在
す
る
事
を
知
り
た
る
時
又
は
其
疑
あ
る
場
合
に
は
信
用
調
査
係
り
は
詳
細
な
る
報
告
を
求
む
べ
き
で
あ
る
。
従
来
此
原
因
に
基
き
破
綻
を
見
た
る
例
が
多
々
あ
る
が
故
仁
特
に
細
密
な
る
調
査
を
必
要
ざ
す
る
。
但
し
お
外
忽
替
に
し
て
安
定
を
見
る
に
至
れ
る
時
に
は
か
》
る
報
告
の
必
一
安
は
大
分
夫
は
る
、
事
さ
な
る
。
運
一
時
資
本
に
於
け
る
現
金
の
地
位
。
嘗
て
現
金
ご
運
轄
資
本
を
構
成
す
る
其
他
の
項
目
ざ
の
比
率
に
関
し
一
定
の
法
則
T
見
出
さ
ん
ど
す
る
試
が
企
て
ら
れ
た
事
が
あ
る
。
併
し
未
だ
質
際
的
な
治
則
は
な
い
撲
で
あ
右
。
此
賠
に
就
で
司
・
出
・
内口町一日
p
T
E
A
の
現
金
さ
流
動
負
債
芯
の
関
係
の
研
究
は
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
同
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
其
最
低
比
率
は
ク
タ
じ
在
る
或
陶
器
舎
一
肱
の
財
政
表
に
之
を
見
る
の
で
あ
っ
て
現
金
は
流
動
負
債
総
額
の
一
・
O
入
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
而
し
て
其
反
濁
は
紐
育
の
努
穆
帽
子
製
造
業
の
財
政
表
に
見
る
所
で
現
金
は
流
動
負
債
の
六
倍
以
上
で
あ
っ
た
。
一
一
一一
現
金
が
運
轄
資
産
に
於
て
如
何
な
る
働
き
ケ
怨
す
や
は
事
業
の
性
質
に
よ
り
又
季
節
に
よ
り
異
る
も
の
で
あ
る
。
現
金
は
諸
経
費
の
支
桃
川
の
怨
或
は
債
務
の
期
日
が
到
来
せ
る
時
に
之
が
支
梯
の
結
局
に
侠
く
べ
か
ら
。
さ
る
は
一
宮
ふ
迄
も
な
い
。
併
し
運
鴇
資
本
に
し
て
潤
淳
な
れ
ば
上
記
二
目
的
の
潟
に
は
銀
行
よ
り
現
金
ケ
借
入
る
〉
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
其
他
の
流
動
資
産
の
流
動
性
に
問
題
を
生
じ
た
る
か
、
事
業
の
股
盆
性
に
疑
問
を
生
争
る
か
或
は
銀
行
信
用
緊
縮
期
に
遭
遇
せ
る
場
合
に
在
り
で
は
そ
ん
な
誇
に
は
行
か
ぬ
。
次
に
現
金
さ
其
他
の
勘
定
ご
の
問
に
も
一
定
の
比
率
は
存
し
な
い
。
併
し
商
人
は
銀
行
よ
り
借
入
を
匁
す
に
蛍
・
り
業
銀
行
勘
定
残
高
を
銀
行
借
入
金
の
一
定
歩
合
以
下
に
下
ら
し
め
ざ
る
政
策
を
採
る
者
が
多
い
而
し
て
其
預
金
残
高
は
平
均
し
て
借
入
金
の
二
十
l
二
十
五
%
を
以
て
普
過
ご
し
て
ゐ
る
o
か
k
A
る
憤
行
に
濁
し
て
必
要
以
上
の
借
入
れ
を
行
ふ
事
さ
な
る
ご
批
難
す
る
者
が
あ
る
。
印
も
三
千
弗
を
必
要
ご
す
る
舎
一
枇
は
二
十
五
M
Y
の
預
金
残
高
ヶ
維
持
せ
ん
が
震
に
は
四
千
弗
を
借
入
れ
之
に
濁
し
て
利
子
を
支
梯
は
ね
ば
な
ら
な
い
事
ご
な
る
の
で
あ
る
。
買
に
之
に
よ
っ
て
利
子
負
強
は
、
ω
ゆ
芯
げ
い
け
増
加
せ
し
む
る
事
ご
な
る
の
で
割
引
歩
合
を
六
歩
さ
す
れ
ば
之
に
よ
っ
て
入
歩
さ
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
非
難
は
確
に
一
面
の
真
理
を
抱
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
設
は
経
常
的
費
用
の
支
梯
や
偶
後
的
事
故
に
備
へ
る
匁
に
此
位
の
預
金
残
高
を
保
有
す
ぺ
き
は
普
通
常
識
あ
る
も
の
、
品
目
然
結
局
す
ぺ
き
事
で
あ
る
事
ケ
看
過
せ
る
も
の
で
あ
る
。
且
又
銀
行
は
其
得
意
先
勘
定
の
取
扱
ひ
費
用
を
償
ふ
に
足
る
だ
け
の
預
金
残
高
を
保
有
す
ぺ
き
事
を
其
得
活
先
に
要
求
し
得
る
権
利
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
O
M
V
又
貸
王
に
於
て
一
々
借
手
の
必
要
額
少
考
慮
せ
や
さ
し
て
も
之
に
よ
り
割
引
歩
合
を
高
め
る
手
段
た
ら
し
む
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
向
米
図
に
於
て
は
鋭
行
原
慎
計
算
に
闘
す
ろ
研
究
が
盛
に
し
て
銀
行
よ
り
見
て
不
利
益
な
る
取
引
先
に
封
し
て
は
預
金
残
高
の
引
上
島
請
求
し
或
口
取
引
た
拒
紹
す
る
事
が
行
は
れ
て
お
ろ
の
で
あ
る
。
受
取
勘
定
受
取
勘
定
は
商
品
又
は
使
盆
の
販
貞
に
よ
る
符
立
運
轄
資
本
の
分
析
先
に
謝
す
る
債
権
に
限
る
べ
き
で
あ
る
。
此
勘
定
は
諸
貸
金
を
も
抱
合
す
る
事
が
あ
る
か
ら
英
意
味
を
限
定
す
る
結
局
に
貢
掛
金
な
る
名
絡
を
以
て
之
に
代
へ
ん
さ
試
ら
れ
た
る
事
も
あ
る
。
信
用
調
査
員
図
民
協
曾
(吋
r
o
Z主
O
D
P
H
〉
g
oの訂作目
O
D
え
の
円
。
己
目
汁
宮
g)
の
財
政
表
形
式
に
は
E
K
F
2
8
5
ω
O三
口
問
中
。
E
(
u
g
a
Z
5
0
5
の。
--02-zouw
な
る
勘
定
科
目
を
用
ひ
て
ゐ
4
Q
O
 
此
名
務
に
よ
っ
て
販
頁
人
に
劃
す
る
前
貸
金
役
員
其
他
に
劃
す
る
貸
金
等
を
除
外
す
る
事
が
出
来
る
。
従
属
或
は
同
族
舎
一
肢
に
謝
す
る
貸
付
金
じ
し
て
永
久
的
性
質
含
有
す
る
も
の
に
就
て
は
之
を
固
定
資
産
中
に
包
合
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
兎
に
角
も
之
等
は
別
項
目
ざ
し
て
掲
ぐ
る
が
よ
い
。
叉
支
応
に
商
品
を
政
放
送
せ
る
場
合
之
を
以
て
受
取
勘
定
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
。
商
品
は
貢
却
さ
れ
る
迄
は
手
持
商
品
の
一
部
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
受
取
勘
定
の
評
債
此
項
目
中
に
如
何
な
項
目
佐
合
ま
し
む
べ
き
か
の
問
題
よ
り
更
に
重
要
な
る
は
其
評
債
で
あ
る
。
銀
行
一一一一一
商
業
主
経
済
或
は
商
業
債
権
者
の
如
く
特
権
ケ
有
す
る
も
の
が
財
政
表
の
研
究
を
匁
す
場
合
に
は
其
受
取
勘
定
を
期
限
の
経
過
せ
る
や
否
や
に
よ
っ
て
広
別
す
べ
き
事
を
要
求
す
る
事
が
出
来
る
。
此
医
別
は
個
々
の
債
権
営
、
「
良
」
さ
か
「
不
良
」
ご
か
「
岡
牧
不
能
」
さ
分
類
す
る
に
勝
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
此
等
の
用
誌
は
極
め
て
陵
昧
で
其
回
牧
の
能
否
の
程
度
ケ
明
か
に
せ
ぎ
る
が
故
で
あ
る
。
報
告
書
が
経
答
者
の
結
局
に
作
成
さ
れ
た
る
も
の
な
る
時
は
期
限
の
経
過
せ
る
勘
定
を
更
に
其
経
過
期
間
に
よ
b
一
日
l
三
十
日
、
三
十
一
日
l
六
十
目
、
六
十
一
日
l
九
十
目
、
其
以
上
さ
一
玄
ふ
様
に
分
類
せ
し
め
る
。
平
均
信
用
期
間
が
明
か
な
る
場
合
に
は
次
の
方
注
に
依
っ
て
滞
貸
の
存
否
を
確
め
る
事
が
出
来
る
。
印
も
信
用
期
聞
が
六
十
日
な
b
ざ
す
れ
ば
得
意
先
に
謝
す
る
受
取
勘
定
の
金
額
は
正
に
過
去
六
十
日
の
貢
上
高
に
相
営
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
蕊
に
於
て
一
ヶ
年
の
総
貢
上
高
を
信
用
期
間
ケ
以
て
一
ヶ
年
子
除
し
た
る
商
を
以
て
割
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
同
ω
C
O
O
T
主
畑
作
剖
)
市
此
小
品
川
ω
。
二
三
凶
得
意
先
に
諒
す
る
受
取
勘
定
に
し
て
二
千
弗
以
下
換
言
す
れ
ば
二
ヶ
月
の
頁
上
高
以
下
な
る
場
合
に
は
其
債
権
は
未
だ
新
ら
し
き
も
の
な
る
事
を
示
す
の
で
あ
る
が
之
に
反
し
二
千
弗
以
上
な
れ
ば
戒
勘
定
は
期
限
が
経
過
せ
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
事
買
に
於
て
は
多
〈
の
得
意
先
は
現
金
支
梯
を
匁
し
割
引
を
受
く
る
の
で
あ
る
か
ら
二
千
弗
の
残
高
は
倫
多
少
期
限
経
過
せ
る
勘
定
の
存
在
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
O
回
股
不
能
に
基
く
貸
倒
れ
損
失
を
見
積
る
に
蛍
つ
て
は
同
種
事
業
に
於
け
る
貸
倒
れ
額
及
び
其
常
時
に
於
け
る
特
程
の
信
周
波
態
さ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
同
根
車
業
に
於
て
も
舎
一
肢
に
よ
っ
て
信
用
標
準
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
其
損
失
も
均
一
さ
一
式
ふ
誇
に
は
行
か
ぬ
。
而
し
て
此
場
合
其
損
失
に
大
な
る
開
き
守
生
悲
し
な
る
原
因
ご
し
て
は
特
糧
事
情
の
様
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
及
一
九
二
O
年
に
於
け
る
棉
花
市
場
の
崩
壊
は
其
例
で
あ
る
Q
南
部
の
良
夫
の
損
失
三
一
玄
ふ
の
は
地
方
的
合
一
肢
の
み
な
ら
歩
此
地
方
に
関
係
を
有
す
る
大
合
一
祉
に
劃
す
る
信
用
損
失
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
F 
携
保
付
資
産
受
取
勘
定
其
他
の
資
産
を
信
用
獲
得
の
ゑ
に
抵
蛍
に
差
入
れ
た
る
場
令
に
於
て
は
之
ぞ
別
.
項
目
ご
し
て
掲
示
す
べ
き
で
あ
る
。
印
ち
、
川
州
且
凶
器
尚
l
溺
お
尚
ur-
-・
・
・
・
・
争
ー
ー
ー
か
〉
る
資
産
に
濁
し
て
は
搭
保
物
権
を
有
す
る
債
権
者
が
優
先
権
を
有
す
る
の
如
何
な
る
資
産
さ
雄
も
之
守
備
阿
保
に
供
す
る
事
が
出
来
な
い
も
の
は
殆
ん
ざ
な
い
。
受
取
勘
定
や
受
取
手
形
を
携
保
ざ
し
て
借
金
す
る
事
も
あ
る
し
叉
商
品
其
他
設
備
を
擦
係
に
供
し
資
手
に
支
挑
を
保
設
す
る
事
も
あ
る
。
有
償
詮
券
も
亦
一
度
I
銀
行
へ
捨
保
口
問
ご
し
て
差
入
れ
ら
れ
る
。
如
斯
に
し
て
捻
保
権
を
設
定
す
る
場
合
は
様
々
で
あ
る
が
か
〉
る
事
貨
は
之
を
貸
借
お
照
表
に
一
項
目
ど
し
て
拐
ぐ
る
か
又
は
7
1
ト
ノ
1
ト
へ
記
載
し
置
く
事
が
望
ま
し
い
。
受
取
手
形
受
取
手
形
に
就
て
も
受
取
勘
定
に
就
て
述
べ
た
る
さ
同
様
の
分
祈
念
必
姿
ざ
す
る
の
で
あ
る
。
手
形
は
債
務
者
が
盟
指
名
せ
る
詮
島
知
な
る
が
故
に
共
仕
搬
は
帳
還
時
資
本
の
分
析
簿
上
の
勘
定
よ
り
迅
速
で
あ
る
。
其
保
項
は
明
白
に
し
て
法
律
に
よ
り
其
取
立
に
必
要
な
る
俊
件
を
具
備
し
て
ゐ
る
か
ら
直
に
治
律
的
手
段
に
訴
へ
る
事
が
出
来
る
引
受
一
訴
さ
な
れ
る
忽
替
手
形
は
受
取
手
形
さ
看
る
事
が
出
来
る
。
但
し
商
業
引
そ
手
形
の
み
は
其
特
括
の
性
質
ケ
有
す
る
が
故
に
寧
ろ
後
述
す
る
如
く
別
項
目
に
し
て
表
示
す
る
が
よ
い
。
此
勘
定
に
就
て
注
意
す
ぺ
き
は
手
形
を
そ
取
う
た
の
は
販
貢
時
で
あ
る
か
或
は
支
梯
期
到
達
後
な
る
か
の
駄
で
あ
る
o
者
し
後
者
な
れ
ば
信
用
期
間
の
延
長
を
意
味
す
る
事
ざ
な
り
其
性
質
は
劣
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
正
に
期
限
経
過
の
勘
定
で
あ
る
。
兎
に
角
貸
借
お
照
表
に
受
取
手
形
ケ
見
る
や
否
や
は
商
慣
習
に
よ
っ
て
決
す
る
事
柄
で
あ
る
。
或
卸
買
業
に
於
て
は
手
形
を
取
る
守
並
日
、
返
さ
し
て
ゐ
る
。
木
材
獣
皮
、
資
石
、
農
且
(
等
を
取
扱
ふ
商
人
は
其
例
で
あ
る
。
一
般
的
に
云
へ
ば
米
国
に
於
て
は
約
束
手
形
は
高
値
ロ
聞
を
取
扱
ふ
商
業
或
は
長
期
信
用
ケ
詐
奥
す
る
商
業
に
限
っ
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
、
る
商
業
の
財
政
表
ぞ
見
る
に
受
取
勘
定
が
存
在
す
る
ご
し
て
も
其
金
二
三
五
商
業
主
経
済
額
は
甚
だ
僅
少
で
あ
る
。
之
に
反
し
手
形
の
利
用
さ
れ
5
る
事
業
に
於
て
此
勘
定
の
存
在
は
期
限
経
過
の
勘
定
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
o
商
業
引
受
手
形
(
吋
3
品
。
〉
2
9
Z
5
2
)
手
形
は
満
期
日
前
に
銀
行
に
持
委
し
其
割
引
を
求
め
る
事
が
出
来
る
O
此
貼
に
於
て
帳
簿
上
の
債
権
に
優
る
も
の
で
あ
る
。
商
業
引
受
手
形
は
之
が
怨
じ
賞
用
さ
る
の
で
あ
る
が
時
三
し
て
受
取
手
形
中
に
合
め
ら
る
、
事
が
あ
る
。
併
し
之
は
次
の
二
特
徴
を
備
へ
て
ゐ
る
か
ら
区
別
す
べ
き
で
あ
る
o
(
一
)
之
は
得
意
先
宛
に
振
出
さ
れ
販
頁
さ
同
時
に
引
受
済
さ
な
れ
る
定
期
梯
の
ゑ
替
手
形
で
あ
る
。
(
ニ
)
商
品
の
貢
買
以
外
の
取
引
に
は
之
を
用
ひ
る
事
は
出
来
な
い
。
而
し
て
此
二
特
徴
は
商
業
引
受
手
形
滴
に
印
刷
又
は
記
入
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
σ
商
業
引
受
手
形
は
商
品
代
の
支
梯
ご
し
て
振
出
さ
る
、
も
の
で
あ
っ
て
商
品
は
其
内
に
貢
却
さ
れ
英
資
金
を
回
牧
す
る
事
さ
な
る
が
故
に
自
己
清
算
手
形
、
(azszE丘
Eng-)
さ
も
一
式
ふ
。
販
一
見
の
目
的
を
以
て
仕
入
た
る
商
品
は
そ
れ
自
身
其
債
務
の
支
梯
に
+ 
一一一エムハ
応
じ
得
る
手
段
た
る
も
の
で
あ
る
。
之
は
非
流
動
的
資
産
を
獲
得
す
る
に
嘗
っ
て
信
用
を
用
ひ
る
場
合
さ
は
全
く
其
事
情
密
兵
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
銀
行
家
及
聯
邦
準
備
銀
行
が
商
業
引
受
手
形
を
優
遇
す
る
理
由
も
亦
姦
に
存
す
る
。
商
業
引
受
手
形
は
甚
だ
換
慣
性
に
宮
な
が
故
に
之
を
以
て
受
取
手
形
ご
は
別
の
項
目
に
て
表
示
す
る
は
賢
明
な
る
方
法
で
あ
る
。
而
し
て
其
用
法
は
漸
次
一
般
に
庚
ま
っ
て
ゐ
る
。
併
し
受
取
手
形
さ
し
て
の
金
額
を
少
な
ら
し
む
る
怨
に
分
析
家
を
し
て
之
を
前
逃
せ
る
好
ま
し
か
ら
ぎ
る
手
形
さ
誤
解
せ
し
め
る
事
が
あ
る
o
従
て
商
業
引
受
手
形
は
首
に
現
金
化
し
得
る
も
の
ご
し
て
現
金
の
次
に
置
く
ぺ
き
で
あ
る
。
以
上
は
商
業
引
受
手
形
が
遁
蛍
に
利
用
さ
れ
た
る
場
合
に
就
て
論
じ
た
所
で
あ
る
が
多
〈
の
場
合
に
於
て
濫
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
債
様
者
が
其
勘
定
の
期
限
が
到
達
せ
る
後
商
業
引
受
手
形
の
用
紙
を
債
務
者
に
な
り
其
署
名
を
求
む
る
が
如
き
で
あ
る
。
質
際
之
を
以
て
一
般
的
慣
行
さ
せ
る
舎
一
肢
が
あ
る
。
又
或
舎
一
枇
に
於
て
は
信
用
標
準
が
並
日
遮
以
下
な
る
得
意
先
. 
の
み
よ
り
商
業
引
受
手
形
ケ
取
っ
て
ゐ
る
o
如
何
に
し
て
商
業
引
受
手
形
が
受
取
手
形
よ
り
も
其
性
質
が
優
良
な
り
や
否
は
要
す
る
に
其
後
生
原
因
の
如
何
じ
よ
る
も
の
な
る
事
が
明
で
あ
る
。
従
て
将
来
銀
行
家
が
流
動
資
産
中
に
此
科
目
が
現
は
れ
て
ゐ
る
時
如
何
な
る
態
・
反
を
採
る
ぺ
き
か
は
債
権
者
が
適
蛍
に
此
手
形
ケ
利
用
し
て
居
る
か
否
か
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
・
術
附
言
す
ぺ
き
は
堅
一
貫
一
な
る
得
意
先
に
在
り
で
は
現
金
割
引
を
受
け
ん
が
結
局
に
短
期
間
内
に
現
金
支
拐
を
谷
川
す
や
慣
例
白
ご
す
る
の
で
あ
る
。
必
要
な
る
場
合
に
は
か
、
る
債
務
者
は
銀
行
に
就
て
車
名
手
形
の
割
引
を
受
け
る
事
も
出
来
る
。
従
て
比
較
的
薄
弱
な
る
舎
一
枇
の
み
が
会
期
間
を
利
用
す
る
事
さ
な
り
従
て
又
商
業
引
受
手
形
を
作
製
す
る
様
で
あ
る
。
之
K
T
一
安
す
る
に
銀
行
よ
b
見
て
貸
付
の
形
式
ざ
し
て
商
業
引
受
手
形
が
草
名
手
形
に
勝
る
利
盆
の
三
鮎
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。
(
二
商
業
引
受
手
形
の
み
や
-
割
引
く
慣
行
に
よ
っ
て
銀
行
家
は
自
動
的
に
受
取
勘
定
の
令
額
以
上
に
貸
付
く
る
危
険
を
兎
が
れ
る
。
其
結
果
銀
行
家
は
常
に
在
韓
資
本
の
分
析
受
取
勘
定
に
劃
し
て
貸
付
く
る
事
さ
な
り
手
持
商
品
又
は
其
他
の
資
産
に
制
到
し
て
貸
付
け
な
い
事
ご
な
る
。
(
二
)
次
じ
借
手
の
側
よ
り
一
玄
ふ
も
若
し
車
名
手
形
に
て
借
入
る
、
ご
す
れ
ば
回
牧
資
金
を
以
て
日
常
の
経
費
を
支
排
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
此
方
法
に
よ
れ
ば
其
心
配
は
な
い
。
印
ち
引
受
手
形
は
割
引
さ
れ
る
時
銀
行
に
譲
渡
さ
れ
期
日
に
到
り
取
立
て
ら
れ
其
債
務
は
解
消
さ
れ
る
事
ぜ
な
る
か
ら
で
あ
る
。
(
三
)
此
方
法
に
よ
る
時
は
寅
際
に
於
て
銀
行
は
携
保
付
債
権
者
な
b
ぜ
一
玄
ふ
事
が
出
来
る
o
印
ち
引
受
手
形
の
割
引
に
よ
っ
て
其
特
種
資
産
を
譲
受
く
る
事
さ
な
b
之
は
最
早
盟
・
名
手
形
を
以
て
銀
行
よ
り
借
入
れ
た
る
事
業
の
受
取
勘
定
さ
は
異
b
一
般
債
権
者
よ
り
請
求
さ
る
〉
撲
な
事
は
な
い
。
一
九
二
O
l
一
九
一
ご
年
の
恐
慌
の
初
期
に
於
て
は
多
く
の
舎
祉
は
英
流
勤
負
債
に
調
し
相
嘗
の
現
金
並
に
受
取
勘
定
を
有
し
て
ゐ
た
。
恐
慌
が
緩
く
に
つ
れ
て
受
取
勘
定
を
回
股
し
て
得
た
現
金
は
営
座
の
必
要
の
結
局
に
流
用
せ
ら
れ
た
。
換
A
一
目
す
れ
ば
手
特
商
品
子
増
加
す
る
事
さ
な
っ
た
。
若
し
銀
行
が
商
業
引
受
二
三
七
商
業
主
経
済
手
形
に
の
み
貸
出
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
現
金
は
手
形
所
持
人
ご
し
て
銀
行
に
直
接
入
り
来
っ
た
で
あ
ら
う
。
銀
行
家
中
此
商
業
引
受
手
形
を
優
遇
す
る
者
あ
る
は
買
に
上
越
の
推
論
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
の
聯
邦
準
備
局
は
再
割
に
附
し
得
ペ
ミ
マ
手
形
に
闘
す
ろ
取
締
り
規
定
中
に
が
、
で
潟
替
手
形
の
定
義
守
下
し
克
に
商
業
引
受
手
形
に
就
き
=
位
、
白
E
P
2
Eロ
己
負
。
rhgmo
仏
5
4言
げ
W
F
o
m
-
o
円。『昨日
Homoo仏同
O
ロ
巳
HO
匂ロ「の
]Hh
印。。同
moo
仏叫
mo-仏
ロ
ロ
門
】
包
の
巾
勺
門
向
島
ず
可
告
の
『
吉
田
島
2
2・3
さ
定
義
し
て
お
ろ
。
向
米
国
商
業
引
受
手
形
委
員
合
に
於
て
推
薦
ぜ
る
商
業
引
受
手
形
の
標
準
形
式
は
普
越
の
活
替
手
形
で
あ
る
が
其
本
文
の
下
署
名
り
上
に
次
の
文
言
品
有
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
而
し
て
其
文
言
は
Z
叶
ro
。z
k
m
E
C
ロ。同門
r
o
P
2
0匂門
O円
ro
円。吋
P江田
2
0
口同
O
『
岳
O
勺ロ円。
E
問。
『
moo
弘同町『。
E
F
O
L
E巧
ぬ
♂
自
己
ロ
ュ
q
ヴo一口
m
E
g
ロ
同
月
日
一
号
三
岳
。
門
戸
ぬ
紅
白
】
円
。
『
目
的
O
問自己円。
rhg0
・吋
ro
p
・h
H
J
4
2
5
4
2
2
1
p
u
z
=
目
uhqpzo
伝
言
、
げ
h
g
F
同5
2
8
5
日出口
u
J
2
ヴロロ}円。九回。
B
2
E
F
o
d
E
Z
仏印門戸門
g
J
4
r
r
r
Z
E
h
q
品。弘
m
s
s
・
-
喝
さ
一
再
ふ
り
ぐ
あ
ろ
Q
運
轄
資
産
手
持
商
品
は
他
の
流
動
資
産
さ
は
区
別
し
て
此
項
目
に
て
掲
げ
ら
る
k
h
事
が
あ
る
。
而
し
て
之
は
手
持
商
品
は
此
ま
で
論
じ
た
諸
資
産
さ
は
本
質
的
に
相
違
' 
二
三
入
す
ご
の
見
解
を
持
す
る
人
々
の
採
る
所
で
あ
る
。
印
ち
商
品
は
之
を
負
債
弊
済
の
目
的
に
利
用
せ
ん
ぎ
す
る
に
蛍
つ
て
は
先
づ
頁
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
且
又
手
持
商
品
は
受
取
勘
定
及
び
現
金
の
確
定
額
な
る
に
調
し
市
債
の
滋
勤
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
。
此
が
佐
川
に
現
金
及
び
受
取
勘
定
を
他
の
流
動
資
産
よ
り
区
別
す
る
結
局
に
現
金
資
産
(
の
g
r
〉
訟
の
宮
)
さ
も
一
玄
ふ
事
が
あ
る
o
更
に
手
持
商
口
聞
を
以
て
流
動
資
産
に
非
宇
さ
さ
へ
一
式
ふ
も
の
が
あ
る
。
分
析
に
常
り
此
分
割
方
法
を
採
る
銀
行
家
は
貸
借
謝
照
表
中
運
聴
資
本
部
分
を
次
の
如
く
表
示
せ
し
め
ん
ご
し
て
ゐ
る
。
溺
伶
w
m
M
m
州
出
品
N
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叫
哨
説
副
・
.......... ・
・
台
己
・
京
総
司
鮒
伶
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。ω
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川
州
円
買
母
尚
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.......... ・・・・・・:旬、ち・
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ぬ
淀
川
市
浪
・
.......... ・
・
・
・
・
0
自・
0
Q
掛
宮
球
:
・
.......... ・・・・・:・告
h
N
4
・5
悩
謡
湾
同
町
」{品川常一・可回!・・・・・・・・・・・・・・・・:・・告
hy
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J
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洋
科
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吉
・
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ω
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浩
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:
:
:
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-
-
-
g
芯・
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汚
濁
B
・
.......•............ 
・
ω
忌・
2
誇
お
l
『・・・・・・・・・・・・:・・・:・・鵠.ア旬、吋印・
H
。
詩
型
減
Mm
蕗
訟
j
i
-
-
・・・・・・帯主∞
S-g
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銀
同
期
州
議
皆
川
何
・
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・・・・:歩
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法
叫
日
・
ぎ
w
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0
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c
上
例
の
場
合
原
料
品
ヶ
最
近
購
入
せ
る
者
は
現
金
割
引
を
受
け
ん
が
免
に
借
入
金
を
匁
さ
ん
さ
欲
す
る
。
但
し
此
場
合
最
良
の
流
動
資
産
l
現
金
資
産
に
謝
し
て
の
み
貸
付
が
行
は
れ
る
o
商
品
市
場
の
縫
動
極
b
な
き
ゃ
』
見
る
時
銀
行
信
用
標
準
が
高
い
事
は
理
由
な
き
事
で
は
な
い
が
之
ケ
以
て
常
に
行
は
る
〉
も
の
さ
は
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
棚
卸
商
品
棚
卸
商
品
(
〕
rH2。
E
E
一g
E
S
E
q
)
な
る
項
目
に
合
ま
る
、
も
の
は
製
造
を
行
は
，
さ
る
商
人
の
商
品
手
持
高
で
あ
る
o
商
品
の
債
額
ぞ
研
究
す
る
に
蛍
つ
起
轄
資
本
の
分
析
e 
て
コ
一
問
題
が
起
る
。
(
一
)
在
庫
品
綴
は
如
何
じ
し
て
之
ゃ
見
出
し
た
る
ゃ。
(
二
)
其
評
債
の
方
注
如
何
。
(
三
)
商
品
の
販
寅
可
能
性
如
何
。
在
庫
品
額
は
貴
地
に
就
き
勅
検
計
算
す
る
事
に
よ
り
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
棚
卸
し
(
山
口
O
B
S円
可
変
州
)
に
よ
っ
て
之
を
見
出
す
ー
ペ
き
も
の
で
あ
る
。
時
ざ
し
て
は
見
積
り
に
よ
る
事
も
あ
る
。
棚
卸
の
結
果
が
何
百
弗
さ
一
玄
ふ
様
な
瓶
数
ご
な
る
様
な
事
は
稀
で
あ
る
か
ら
見
積
り
の
方
法
に
よ
り
た
る
や
否
や
は
貸
借
調
照
表
に
概
数
が
表
は
る
》
事
に
よ
っ
て
之
合
察
知
す
る
事
が
出
来
る
。
叉
棚
卸
し
に
営
っ
て
委
託
販
貢
口
仰
を
合
ま
し
む
る
事
が
あ
る
が
勿
論
委
託
口
聞
は
積
設
者
の
所
有
に
係
る
も
の
で
之
を
合
な
る
の
謀
れ
る
は
云
ふ
迄
も
な
、。商
品
は
其
原
債
ケ
以
て
評
債
す
べ
き
を
並
日
、
過
ご
す
る
o
但
し
貸
借
調
照
表
調
製
時
に
於
て
市
債
が
著
し
〈
低
落
し
て
原
慎
以
下
に
あ
る
場
合
に
は
低
き
市
債
を
以
て
評
仮
す
る
が
よ
い
。
而
し
て
評
伎
の
基
礎
は
二
三
九
商
業
主
経
済
之
ケ
明
か
な
ら
し
む
ぺ
き
も
の
で
読
者
の
使
を
計
る
結
局
に
貸
借
濁
照
表
に
之
を
掲
げ
る
事
も
あ
る
。
市
債
が
原
債
以
下
に
低
落
せ
る
時
之
を
「
商
品
市
債
低
落
準
備
金
」
(
H
W
2
0
3
0
向。円宮
R
r早
口
。
有
色
注
o
ロ。片
岡
口
語
昇
。
ミ
)
な
る
相
殺
勘
定
を
以
て
貸
借
調
照
表
に
掲
げ
る
事
も
あ
る
。
か
〉
る
場
合
此
準
備
金
勘
定
は
運
韓
資
本
表
を
作
成
す
る
に
蛍
っ
て
其
資
産
よ
り
控
除
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
商
品
の
代
償
さ
し
て
他
の
財
貨
を
受
取
っ
た
場
合
に
は
其
誇
債
は
慎
重
に
考
慮
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
其
例
は
自
動
車
販
貢
代
理
業
に
之
を
見
る
事
が
出
来
る
。
郎
ち
古
自
勤
事
の
誇
債
の
基
礎
ご
な
る
の
は
其
引
取
値
段
で
は
な
く
又
業
頁
却
償
額
で
も
な
く
し
て
そ
は
貫
主
民
却
値
段
よ
り
相
蛍
の
利
盆
及
び
相
営
の
販
頁
管
理
費
用
を
控
除
せ
る
債
額
で
あ
る
。
販
責
可
能
性
の
問
題
は
甚
だ
重
要
事
項
で
あ
る
。
蓋
し
其
蒋
換
に
よ
っ
て
の
み
商
品
は
債
務
弊
済
の
目
的
に
用
ひ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
商
品
は
全
然
販
路
を
喪
失
す
る
事
も
あ
る
。
重
要
商
品
に
在
り
で
は
其
販
路
を
失
ふ
さ
一
式
ふ
恐
れ
は
殆
d
こ
な
い
が
そ
れ
で
も
其
ニ
四
O
債
格
は
問
題
さ
な
ら
な
い
位
し
下
落
す
る
事
が
あ
る
。
婆
蒋
帽
子
其
他
婦
人
用
衣
服
等
を
取
扱
ふ
商
業
に
在
り
で
は
流
行
型
の
鐙
化
の
ゑ
に
其
手
持
商
品
を
無
償
値
な
ら
し
な
る
事
が
あ
る
。
叉
底
が
衰
退
し
つ
〉
あ
る
場
合
に
は
其
手
持
商
品
は
底
附
ご
な
る
。
以
上
越
ぺ
た
る
所
は
内
部
的
分
析
及
び
事
業
経
験
に
よ
っ
て
考
慮
す
ぺ
き
事
項
で
あ
る
。
原
料
品
川
棚
卸
高
原
料
品
も
亦
商
品
さ
同
様
の
評
債
法
則
に
従
ふ
。
此
手
持
高
は
製
造
業
者
の
運
轄
資
本
中
最
も
好
渇
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
原
料
ロ
聞
は
特
殊
の
既
成
品
よ
b
は
一
層
庚
い
市
場
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
貸
借
調
照
表
は
一
瞬
時
に
於
け
る
財
政
状
態
を
表
示
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
後
事
業
が
第
一
拐
に
陥
る
場
合
に
は
原
料
品
は
既
に
製
品
ご
な
っ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
原
料
品
棚
卸
高
の
大
小
は
常
に
研
究
を
要
す
る
事
項
で
あ
る
。
而
し
て
普
通
は
豆
綴
の
資
本
を
回
定
し
な
い
匁
に
其
額
を
小
な
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
が
供
給
不
足
に
よ
b
替
業
を
停
止
す
る
の
止
む
な
き
に
至
る
、
ぺ
き
一
準
備
ゐ
る
場
合
に
は
相
営
買
込
み
置
く
ぺ
き
は
常
識
の
命
子
る
所
で
あ
る
o
之
は
よ
き
意
味
に
於
け
る
投
機
で
あ
る
。
但
し
慎
重
な
る
注
意
を
以
て
行
ふ
ぺ
き
は
勿
論
で
あ
る
o
物
侵
勝
賞
期
間
後
に
於
て
E
綴
の
仕
入
は
特
に
避
け
た
が
よ
い
。
か
〉
る
時
期
に
は
無
知
な
る
買
手
が
無
陪
や
た
ら
に
仕
入
れ
を
ゑ
す
忽
に
日
間
物
不
足
が
誇
張
さ
れ
る
事
さ
な
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
長
期
間
に
渉
っ
て
物
僚
は
循
環
を
匁
す
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
其
仕
入
政
策
も
営
時
の
状
況
如
何
に
依
っ
て
之
を
決
す
べ
き
で
あ
る
o
竿
製
品
竿
製
品
卸
ち
仕
掛
品
さ
は
原
料
品
に
加
工
費
及
び
機
械
の
減
位
、
動
力
、
熱
、
充
、
其
他
の
如
き
生
産
費
の
或
割
合
会
加
へ
た
る
償
額
を
云
ふ
。
此
棚
卸
償
額
に
合
ま
る
べ
き
間
接
費
印
も
総
係
、
.9
費
用
の
算
定
は
多
く
の
場
合
に
於
て
多
少
専
門
的
の
見
積
り
を
必
要
ご
す
る
o
併
し
賀
行
し
得
る
場
合
に
は
原
債
計
算
泌
の
利
用
に
よ
っ
て
其
額
を
決
す
べ
き
で
あ
る
o
如
斯
計
算
法
に
よ
る
時
は
生
産
各
階
段
に
於
け
る
製
品
の
照
債
を
示
す
事
が
出
来
る
の
み
な
ら
宇
二
以
上
の
運
時
資
本
の
分
析
商
品
の
製
造
に
従
事
す
る
場
合
に
は
其
原
債
を
科
向
学
的
に
各
製
品
に
分
配
す
る
事
も
出
来
る
。
合
計
亭
の
此
特
種
分
科
印
も
原
債
計
算
に
調
し
事
業
家
の
利
害
関
係
が
盆
密
な
る
を
加
ふ
る
事
買
は
之
を、
H
，
F
o
Z主
05-
〉
g
o己
主
。
ロ
え
の
。
浮
〉
の
の
O
C
D寸
g
g・
の
後
達
に
其
反
映
を
見
る
事
が
出
来
る
。
而
し
て
各
廃
業
に
於
て
原
債
計
算
方
法
ぞ
標
準
化
せ
し
め
ん
ご
す
る
傾
向
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
標
準
化
が
分
析
家
に
取
り
大
切
な
る
は
云
ふ
を
侯
た
ぬ
。
蓋
し
そ
は
競
争
舎
一
粧
の
相
封
的
能
恋
?
?
決
定
す
る
谷
川
及
び
其
生
産
原
債
の
相
違
せ
る
理
由
を
見
出
す
結
局
に
用
ふ
一
へ
念
財
政
表
の
比
段
通
性
を
保
詮
す
る
が
故
で
あ
る
。
竿
製
品
の
誇
債
は
多
少
正
確
全
快
き
且
又
清
算
に
皆
、
り
殆
乞
無
償
値
な
る
が
故
に
銀
行
家
並
に
信
用
調
査
人
の
分
析
に
於
て
は
此
項
目
を
著
し
く
割
引
す
る
事
が
あ
る
。
例
へ
ば
衣
服
製
造
業
に
於
て
竿
製
品
は
殆
吉
屑
物
ご
し
て
の
債
低
し
か
認
め
な
い
如
き
で
あ
る
。
併
し
清
算
債
額
を
以
て
評
債
の
基
礎
ざ
す
る
な
ら
ば
如
何
な
る
手
持
口
仰
さ
雄
も
著
し
く
割
引
き
る
〉
事
さ
な
る
の
で
あ
る
o
強
制
責
却
が
債
額
争
犠
牲
さ
二
四
商
業
さ
経
済
す
る
結
果
に
陥
る
ぺ
き
は
依
然
で
ゐ
る
。
受
取
勘
定
で
も
破
産
管
財
人
の
手
に
渡
る
時
其
回
収
は
中
々
困
難
で
あ
る
。
破
産
の
場
合
手
持
商
品
償
額
に
大
損
失
を
受
け
る
事
ご
な
る
が
故
に
信
用
調
査
者
は
破
産
者
の
忽
に
協
同
的
の
整
理
部
を
設
置
す
る
に
至
っ
た
。
欣
一
一
理
部
(
戸
門
出
口
忠
B
O旦
Z
5
2
)
は
債
権
者
舎
の
資
格
に
於
て
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
部
は
破
産
者
の
庭
置
を
如
何
に
す
ぺ
き
ゃ
に
専
念
し
債
格
者
の
代
表
者
た
る
が
故
に
普
通
の
債
権
者
曾
よ
b
も
透
か
に
有
力
な
る
も
の
で
あ
る
。
事
情
の
如
何
に
よ
っ
て
は
|
|
破
産
の
手
段
に
訴
へ
る
よ
り
も
一
般
債
権
者
に
取
り
有
利
な
り
さ
見
る
場
合
に
は
債
務
者
を
し
て
其
業
務
を
経
線
せ
し
め
る
し
、
解
散
を
必
要
ざ
す
る
場
合
に
は
此
部
は
資
産
を
保
全
し
通
常
行
は
る
、
如
き
無
秩
序
な
る
頁
却
を
結
局
す
事
な
〈
柏
静
岡
の
債
格
に
て
之
を
頁
却
す
る
。
叉
有
利
な
り
ご
見
る
時
は
清
算
す
る
前
に
竿
製
品
は
之
ぞ
製
品
ご
す
る
事
も
あ
る
の
で
あ
る
。
製
品
棚
卸
高
製
品
の
評
債
は
注
入
商
品
の
そ
れ
さ
殆
ざ
異
る
所
二
四
は
な
い
。
其
主
た
る
相
注
さ
も
云
ム
ペ
き
は
其
詳
債
は
竿
製
品
に
就
て
述
べ
た
る
さ
同
様
原
位
計
算
に
基
〈
車
で
あ
る
。
併
し
か
、
る
原
債
計
算
法
が
行
は
れ
な
い
場
令
に
は
一
方
仁
於
て
其
償
額
ケ
膨
脹
せ
し
め
る
事
ざ
な
り
又
他
方
に
於
て
其
償
額
ぞ
過
少
な
ら
し
む
る
事
さ
な
る
の
で
あ
る
。
手
持
品
の
過
少
評
債
は
普
通
に
行
は
れ
な
い
所
で
あ
る
が
保
守
的
な
織
布
工
場
に
於
て
は
其
手
持
口
仰
の
償
額
を
其
現
賓
の
仕
入
償
額
の
約
二
分
の
一
ざ
す
る
を
慣
習
ご
す
る
も
の
が
あ
る
さ
停
へ
ら
れ
て
ゐ
る
o
か
〉
る
合
計
方
治
は
債
椛
者
を
害
す
る
よ
り
は
寧
ろ
保
護
す
る
も
の
な
り
さ
云
ふ
事
が
出
来
る
が
之
は
排
尽
す
べ
き
で
あ
る
o
何
さ
な
れ
ば
そ
は
株
主
子
欺
蹴
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
手
、
之
が
一
般
的
さ
な
れ
ば
純
正
な
る
分
析
を
以
て
全
く
無
始
以
な
ら
し
な
る
事
さ
な
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
財
政
表
が
報
告
書
た
る
限
り
そ
は
出
来
る
だ
け
王
確
な
る
も
の
た
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
製
造
業
者
は
設
備
や
労
働
力
を
遊
ば
す
ゑ
に
生
子
る
損
失
を
免
が
れ
ん
が
結
局
、
叉
其
活
動
の
停
止
を
欲
f 
せ
玄
る
が
故
に
在
庫
品
を
不
営
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
。
之
は
製
芯
業
者
ご
し
て
無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
が
材
料
品
仕
入
の
結
局
に
債
務
を
増
加
す
る
事
ご
な
り
一
見
に
呪
金
波
態
を
危
険
な
る
貼
ま
で
低
下
せ
し
む
る
事
ど
な
る
。
滋
に
於
て
何
を
以
て
在
庫
口
仰
の
過
大
ご
な
す
や
の
問
題
が
起
る
。
一
定
期
間
内
に
於
て
責
却
し
得
る
以
上
に
在
庫
ロ
間
企
宥
す
る
は
賢
明
な
る
策
εは
一
疋
ひ
難
ひ
。
此
に
間
一
巡
し
て
商
品
回
特
(
宮
E
ミ
2
)
の
問
題
が
あ
る
が
今
は
之
を
論
性
ぬ
。
次
弱
迩
特
資
本
表
は
後
展
的
家
具
商
の
紋
態
を
示
せ
る
も
の
で
手
持
口
間
営
他
の
流
動
資
産
ご
区
別
し
て
ゐ
る
。
備
接
持
斗
れ
叫
ル
l
w「い
μ
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c
u
c
上
例
の
場
合
諸
棚
卸
高
は
受
取
勘
定
に
比
し
其
金
額
は
甚
だ
小
で
あ
る
が
之
は
通
蛍
な
事
で
あ
る
。
流
動
資
産
は
流
動
負
債
の
二
倍
に
は
足
り
な
い
が
現
金
及
び
号
取
勘
定
は
そ
れ
の
み
で
流
動
負
債
を
超
過
し
て
ゐ
る
。
此
表
の
一
示
す
所
の
み
に
就
て
云
へ
ば
棚
卸
高
は
決
し
て
不
相
蛍
な
も
の
で
は
な
〈
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
但
し
信
用
測
定
に
蛍
つ
て
は
流
動
資
産
の
流
産
負
債
に
お
す
る
割
合
が
低
い
匁
に
固
定
資
本
其
他
項
目
に
就
て
研
究
ケ
要
す
る
。
貯
戒
口
川
柳
卸
高
貯
戒
口
問
e
M
4
棚
卸
高
中
に
入
る
べ
き
や
否
や
は
事
業
の
事
情
に
よ
っ
て
決
す
ぺ
き
で
あ
る
。
多
〈
の
場
合
之
は
繰
延
長
用
中
に
包
合
せ
し
む
る
を
以
て
可
ご
す
る
様
で
あ
る
。
文
房
具
其
他
事
務
用
品
に
就
て
も
然
り
で
あ
る
。
此
杭
資
産
は
初
め
よ
り
経
費
勘
定
ご
す
二
四
三
商
業
さ
経
済
ぺ
き
も
の
で
負
債
支
協
の
結
局
に
は
殆
ど
役
に
立
た
な
い
。
但
し
工
場
に
在
つ
て
は
之
は
甚
だ
重
要
項
目
で
あ
っ
て
清
算
に
営
つ
て
は
原
料
品
さ
同
様
責
却
し
得
る
も
の
に
在
つ
て
は
之
ケ
棚
卸
高
中
の
項
目
ご
し
て
も
よ
い
。
請
負
ロ
聞
に
劃
す
る
前
渡
金
特
積
商
口
仰
を
請
負
は
し
め
た
る
時
、
代
金
の
一
部
ケ
前
渡
し
す
る
事
が
あ
る
。
此
秘
前
波
金
を
受
取
勘
定
中
に
入
れ
る
事
が
あ
る
。
併
し
之
は
受
取
勘
定
さ
は
其
性
質
を
全
く
異
に
せ
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
前
者
は
引
渡
を
受
く
る
商
品
代
債
の
前
梯
で
あ
り
後
者
は
他
へ
頁
却
せ
る
商
品
代
僚
に
謝
す
る
債
様
で
あ
る
o
前
渡
金
は
終
来
商
品
勘
定
並
に
支
梯
勘
定
の
増
加
す
ぺ
き
事
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
ο
物
債
下
落
を
続
く
る
時
は
之
項
目
は
損
失
ご
な
る
ぺ
き
取
引
を
示
す
の
で
あ
る
。
兎
に
角
之
は
商
品
よ
り
も
更
に
一
歩
現
金
よ
り
離
れ
た
る
も
の
さ
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
投
資
勘
定
投
資
詮
券
が
流
動
資
産
で
あ
る
か
賂
た
固
定
資
産
で
あ
る
か
は
経
管
営
事
者
の
政
策
及
び
意
思
の
如
何
二
四
四
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
詮
券
投
資
が
他
の
企
業
を
支
配
す
る
結
局
な
る
場
合
或
は
永
久
的
投
資
さ
目
せ
る
場
合
に
は
流
動
資
産
中
に
入
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
併
し
有
依
詮
券
は
之
ケ
他
ヘ
轄
寅
し
或
は
必
姿
の
際
借
用
金
の
搭
保
に
供
す
る
危
に
只
入
る
¥
当
事
が
あ
る
。
か
¥
A
る
目
的
を
以
て
有
償
詮
島
知
を
町
民
入
る
冶
の
は
其
相
場
の
騰
貴
せ
る
好
況
時
な
る
を
常
ざ
し
現
金
を
必
要
ざ
す
る
は
有
償
設
券
の
償
額
が
低
落
せ
る
時
期
な
る
を
普
通
さ
す
る
。
之
が
刷
局
に
最
優
良
の
詮
券
ご
雄
も
近
く
支
梯
期
の
到
来
す
る
も
の
を
除
い
て
現
金
資
源
ざ
し
て
満
足
な
る
も
の
さ
は
右
ら
れ
な
い
。
支
梯
期
の
接
近
に
よ
っ
て
相
場
愛
勤
の
機
舎
は
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
引
受
市
場
の
柊
達
に
件
ひ
豆
額
の
遊
資
を
擁
し
而
も
之
を
流
動
的
な
ら
し
め
ん
さ
欲
す
る
人
々
は
此
等
の
短
期
詮
券
ケ
買
入
る
、
が
よ
い
。
銀
行
引
受
手
形
は
其
性
質
優
良
な
る
が
故
に
投
資
に
営
り
最
も
安
全
で
且
最
も
手
数
を
要
し
な
い
。
之
は
必
要
あ
れ
ば
直
に
回
股
す
る
事
が
出
来
遊
資
の
利
用
方
法
さ
し
て
は
理
想
的
手
段
で
あ
る
o
投
資
勘
定
は
通
常
其
原
債
を
f 
以
て
維
持
す
る
。
而
し
て
流
動
資
産
三
し
て
之
?
所
有
す
る
場
令
市
債
低
落
よ
り
生
十
る
損
犬
に
お
し
て
は
相
殺
的
準
備
金
勘
定
を
設
定
す
る
か
又
は
読
者
を
し
て
其
時
債
を
知
ら
し
む
る
手
段
ぞ
議
十
ぺ
き
は
保
守
主
義
の
要
求
す
る
所
で
あ
る
。
…
紋
延
費
用
之
は
総
延
資
産
ご
も
務
し
流
動
資
産
ど
は
別
項
目
ご
し
て
掲
げ
ら
る
、
守
山
口
巾
ご
す
る
。
時
ご
し
て
運
航
時
資
本
の
計
算
に
蛍
り
之
を
流
動
資
産
中
に
抱
合
せ
し
む
る
事
が
ゐ
る
。
此
方
法
は
次
の
理
由
に
よ
b
正
九
百
な
り
さ
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
費
用
の
前
梯
を
須
す
時
は
次
期
に
於
て
蛍
然
負
携
す
べ
き
現
金
支
出
合
兎
が
る
〉
事
ご
な
る
か
ら
で
あ
る
o
而
し
て
此
繰
延
項
目
が
大
な
る
程
現
金
紋
態
は
輩
固
さ
な
る
。
併
し
此
見
解
に
濁
し
て
は
次
の
こ
の
反
調
が
あ
る
J
(
ご
之
は
殆
ど
現
金
化
さ
る
、
事
は
な
い
。
ご
己
此
項
目
中
に
合
ま
る
、
も
の
で
果
し
て
現
金
紋
態
を
助
成
す
る
や
疑
は
し
い
も
の
が
あ
る
。
此
攻
目
中
最
も
常
一
uv池
な
る
は
創
業
費
並
に
後
行
社
債
の
制
引
の
こ
で
あ
る
。
合
枇
設
立
の
以
前
費
用
は
利
迩
時
資
本
の
分
析
盆
ケ
以
て
之
訟
相
殺
し
得
る
以
前
に
負
強
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
一
定
期
間
貸
借
掛
照
表
に
侠
損
金
の
表
は
る
〉
γ
防
ぐ
忽
に
資
産
ご
し
て
掲
げ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
但
し
財
政
保
守
主
義
ざ
し
て
は
最
初
の
二
ヶ
年
以
上
之
を
貸
借
封
照
表
に
資
産
ご
し
て
掲
ぐ
べ
き
¥
J
J
 
で
は
な
い
。
σ
度
々
舎
一
肢
は
卒
促
以
下
で
印
ち
割
引
で
其
一
位
債
を
後
行
す
る
事
が
あ
る
。
一
肱
債
は
償
還
期
に
於
て
は
額
面
償
額
を
以
て
一
般
債
権
者
に
支
梯
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
梯
利
子
並
に
割
引
額
は
赴
債
の
借
入
れ
費
用
で
あ
る
。
割
引
領
は
赴
債
を
頁
却
せ
る
年
の
み
の
損
失
ご
見
る
は
不
公
平
で
あ
る
。
従
て
一
肱
債
を
後
行
せ
る
時
は
負
債
ご
し
て
額
面
償
額
を
計
上
し
割
引
額
は
資
産
中
に
繰
延
費
用
ざ
し
て
計
上
し
一
此
債
の
期
間
中
に
之
を
漸
次
鈴
却
す
べ
き
で
あ
る
。
従
て
投
資
家
は
繰
延
費
用
守
分
類
す
る
前
に
分
析
せ
ん
さ
欲
す
る
の
で
あ
る
。
長
期
間
に
渉
、
，
Q
ノ
繰
延
ば
す
べ
き
項
目
ゐ
る
場
合
に
は
之
ケ
注
特
資
本
よ
り
除
外
す
る
。
者
し
迩
き
賂
来
に
於
げ
る
現
金
支
出
に
密
接
な
る
附
係
を
有
す
る
場
合
に
は
之
ケ
考
慮
に
入
る
二
四
五
商
業
さ
経
済
、
》
を
要
す
る
。
之
に
反
し
流
動
的
債
権
含
有
す
る
債
権
者
は
全
く
其
計
算
よ
り
繰
延
費
用
を
除
外
し
て
居
る
様
で
あ
る
。
mw
創
業
費
私
以
て
繰
延
琵
用
さ
し
之
ら
最
初
の
投
年
中
に
之
在
鈎
却
す
ぺ
し
さ
の
設
に
就
告
r
ス
マ
ン
設
投
白
身
の
考
へ
に
よ
れ
ば
之
は
便
宜
的
方
法
に
す
布
、
な
い
の
で
あ
っ
て
創
業
費
口
容
ろ
無
形
資
産
中
に
入
る
べ
き
も
の
ざ
わ
ろ
ざ
し
て
ゐ
る
。
即
ち
暖
簾
さ
等
し
く
事
業
の
一
創
設
に
必
要
な
ろ
無
形
資
産
に
封
す
る
支
出
に
し
て
之
島
鈎
却
す
ろ
口
原
則
的
よ
リ
も
問
中
ろ
促
宜
な
ろ
保
守
主
義
に
よ
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
流
動
負
債
蕊
に
流
動
負
債
(
0
5
5
5
2
官
庁
円
二
一
各
自
母
ω)
三
一
玄
ふ
は
短
期
間
内
に
於
て
支
梯
は
5
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
債
務
ケ
指
す
の
で
あ
る
。
短
期
閉
ざ
は
信
用
需
要
期
間
の
短
き
守
一
玄
ふ
。
事
業
家
が
流
動
負
債
に
よ
っ
て
機
械
を
買
入
れ
或
は
其
固
定
資
産
の
増
設
-T
企
て
る
が
如
き
は
負
債
ご
共
に
将
来
の
繭
根
を
植
付
く
る
も
の
さ
云
ふ
事
が
出
来
る
。
機
械
は
商
品
さ
は
異
り
直
に
之
を
現
金
に
換
へ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
て
相
営
運
碑
資
本
に
徐
絡
や
-
生
体
」
ぎ
る
限
り
此
積
資
産
・
の
獲
得
に
営
つ
て
は
一
層
永
久
的
な
る
資
金
調
達
の
二
四
六
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
否
商
品
さ
で
も
之
に
よ
っ
て
惹
起
せ
し
め
ら
れ
た
る
債
務
に
熔
す
る
手
段
た
る
を
得
な
い
事
が
あ
る
。
例
へ
ば
商
品
ケ
換
慣
す
る
に
要
す
る
期
間
は
信
用
期
間
よ
り
も
更
に
長
き
事
が
あ
り
叉
商
品
の
偵
格
は
下
務
す
る
事
あ
り
、
販
路
自
身
も
消
滅
す
る
事
が
あ
る
。
か
¥
A
る
理
山
に
よ
っ
て
銀
行
は
他
の
流
動
資
産
に
比
し
手
持
商
品
ケ
た
混
重
要
視
し
な
い
の
で
あ
る
。
資
産
に
在
つ
て
は
其
償
額
が
減
少
又
は
消
滅
す
る
事
が
あ
る
が
負
債
に
在
つ
て
は
過
大
に
評
債
き
る
〉
事
は
な
い
さ
云
は
れ
る
が
確
に
負
債
の
過
大
詰
債
が
稀
な
る
事
は
異
質
で
あ
る
。
例
外
的
場
合
ご
し
て
或
銀
行
に
於
て
「
預
金
者
借
」
(
。
包
括
zueom一8
3
)
な
る
項
目
中
に
伎
空
的
勘
定
を
掃
入
せ
る
も
の
が
ゐ
っ
た
。
而
し
て
其
理
由
ざ
し
て
高
一
五
額
の
損
失
後
生
す
る
時
此
過
大
汗
債
部
分
?
負
債
よ
り
引
落
す
事
に
よ
り
之
よ
り
生
子
る
打
撃
?
軽
減
せ
し
む
る
に
在
り
ざ
し
た
。
此
意
味
に
於
て
負
債
の
過
大
詰
債
は
買
に
秘
密
積
立
金
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
分
析
家
に
取
り
普
通
に
起
る
問
題
ご
し
て
は
t 
流
動
負
債
の
過
少
汗
依
を
避
く
る
事
で
あ
る
。
而
し
て
此
問
題
は
配
列
の
如
何
に
よ
り
又
脱
漏
の
如
何
に
よ
っ
て
起
る
。
貸
借
謝
照
表
の
調
製
に
営
っ
て
研
究
す
ぺ
き
一
事
は
先
づ
第
一
に
目
的
に
最
も
趨
合
せ
る
形
式
に
勘
定
科
目
?
配
列
す
る
に
あ
る
。
準
備
金
中
じ
は
例
へ
ば
租
税
準
備
金
の
如
く
流
動
負
債
た
る
も
の
も
あ
る
。
叉
・
一
本
だ
会
然
償
還
準
備
を
し
て
ゐ
な
い
固
定
負
債
に
し
て
近
〈
支
挑
期
の
到
達
す
る
も
の
も
あ
る
。
事
業
が
順
調
な
る
後
迷
を
絞
く
る
時
に
於
て
は
他
の
固
定
負
債
に
よ
り
借
替
へ
る
事
も
出
来
る
。
然
る
に
其
方
法
に
出
で
る
事
が
出
来
な
い
場
令
に
は
固
定
負
債
は
流
動
負
債
さ
な
り
運
航
時
資
本
ケ
減
少
又
は
消
滅
せ
し
め
以
て
事
業
の
基
礎
を
危
〈
す
る
に
至
る
。
倫
又
携
保
付
負
債
や
一
此
債
に
在
り
て
其
利
息
の
支
梯
を
怠
る
時
は
其
元
本
を
も
直
に
支
梯
な
要
す
や
へ
き
事
ど
な
る
は
注
怠
を
要
す
る
。
ぬ
川
営
座
借
越
も
赤
イ
ジ
ク
又
は
イ
タ
y
y
グ
般
に
て
流
動
資
産
中
に
入
れ
控
除
額
ケ
一
不
す
事
が
あ
る
が
之
は
勿
論
流
動
負
債
中
に
入
沌
〉
を
以
て
池
設
な
る
取
扱
ひ
さ
す
る
の
で
あ
る
。
。
鼠
轄
資
本
の
分
析
脱
漏
は
位
置
や
』
読
ま
れ
る
も
の
よ
り
更
に
危
険
な
る
も
の
で
あ
る
。
不
注
意
な
る
商
人
は
未
だ
代
金
を
支
梯
は
ぎ
る
商
品
ケ
手
持
商
品
中
に
入
れ
る
に
も
拘
は
ら
宇
其
負
債
は
之
?
帳
簿
上
に
記
入
せ
ぎ
る
事
が
あ
る
。
か
〉
る
一
平
あ
る
が
故
に
信
用
の
決
定
に
営
つ
て
は
正
直
を
以
て
第
一
の
必
要
俊
件
ざ
す
る
の
で
ゐ
る
。
未
抑
租
稔
等
の
如
き
経
費
も
合
計
知
識
の
侠
如
に
よ
っ
て
記
入
漏
ぎ
な
る
事
が
あ
る
。
更
に
未
決
定
の
流
動
負
債
な
る
も
の
が
あ
る
o
或
は
不
利
な
る
剣
決
を
受
け
る
か
も
し
れ
ぬ
。
或
は
商
品
の
買
入
を
契
約
せ
る
場
合
物
債
が
下
落
す
る
時
は
其
契
約
は
甚
だ
厄
介
な
る
義
務
さ
な
る
。
一
九
二
O
年
に
於
け
る
粗
製
ゴ
ム
及
び
砂
糠
の
先
物
契
約
は
此
例
で
あ
る
。
之
に
反
し
勝
家
或
ニ
足
時
に
商
品
又
は
使
盆
を
引
渡
し
又
は
供
奥
す
る
事
ケ
契
約
せ
る
場
合
に
於
て
は
物
債
が
騰
貴
す
れ
ば
此
契
約
は
不
利
盆
ご
な
る
の
で
あ
る
。
め
米
図
に
於
て
は
銀
行
は
我
図
の
如
く
営
陸
貸
越
た
行
は
な
ぃ
。
従
っ
て
此
項
目
が
去
は
れ
ろ
の
は
営
陣
拘
定
の
残
高
が
不
足
ぜ
ろ
揚
合
銀
行
が
好
定
的
に
立
替
文
祢
た
潟
し
六
あ
時
で
あ
二
四
七
商
業
さ
経
済
っ
て
其
期
間
も
一
二
日
の
短
期
間
に
限
ら
れ
て
お
ろ
O
か
」
ろ
事
情
あ
る
が
故
に
上
越
の
如
く
便
宜
的
取
扱
ひ
が
行
は
ろ
、
事
さ
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
。
携
保
付
債
権
者
普
通
債
権
者
は
総
て
法
律
に
よ
り
先
取
特
擦
を
附
奥
さ
れ
た
る
も
の
を
除
き
清
算
に
蛍
つ
て
は
其
債
格
額
に
比
例
し
て
資
産
の
分
配
に
預
り
得
る
事
が
出
来
る
。
従
て
債
権
者
に
損
失
あ
れ
ば
業
損
失
は
債
権
額
に
比
例
し
て
分
携
す
ぺ
き
で
あ
る
。
然
る
仁
若
し
資
産
の
一
一
部
に
就
き
搭
保
権
を
有
す
る
債
権
者
あ
る
時
は
他
の
債
権
者
の
危
険
は
従
て
増
加
す
る
事
さ
な
る
が
故
に
正
確
な
る
貸
借
謝
照
表
に
於
て
は
此
程
の
債
権
者
並
に
携
保
に
供
せ
ら
れ
た
る
資
産
ど
は
別
項
目
芯
し
て
掲
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
或
資
産
に
捻
保
権
を
設
定
す
る
時
一
般
債
格
者
の
地
位
を
簿
溺
な
ら
し
め
ら
る
〉
事
ご
な
b
従
て
債
務
者
の
信
用
欣
態
を
そ
れ
だ
け
傷
け
る
事
さ
な
る
o
其
結
果
輩
固
な
る
合
一
肢
は
出
来
る
限
り
携
保
権
の
設
定
を
回
避
す
る
の
で
あ
る
。
商
品
代
償
に
濁
し
て
仕
入
先
へ
特
定
の
鎗
保
合
供
す
る
が
如
き
場
合
に
は
其
事
動
二
四
人
態
骨
慎
重
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
之
は
事
業
の
基
礎
薄
弱
な
る
事
を
認
め
た
る
も
の
ご
見
る
事
が
出
来
る
。
商
慣
習
上
擦
保
ぞ
提
供
す
る
事
が
行
は
る
冶
事
が
あ
る
。
か
、
〉
る
慣
習
あ
る
場
合
に
は
相
営
略
的
す
る
必
要
が
あ
る
o
例
へ
ば
銀
行
信
用
を
利
用
す
る
場
合
舎
一
肢
が
自
由
↓
公
債
を
所
有
す
る
も
之
を
手
離
す
を
欲
せ
ま
る
場
合
に
は
之
を
捨
保
に
す
る
が
如
き
其
例
で
あ
る
o
充
分
な
る
捨
保
付
や
借
入
金
の
割
引
料
は
低
率
で
あ
る
し
又
之
は
金
融
渇
泊
一
時
に
於
け
る
借
入
の
唯
一
の
手
段
た
る
も
の
で
あ
る
。
支
抑
勘
定
.
支
挑
勘
定
は
一
一
般
仁
流
動
負
債
中
第
一
位
に
位
す
る
も
の
で
商
工
業
じ
於
て
は
其
仕
入
先
に
治
す
る
負
債
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
受
取
勘
定
の
金
額
が
得
意
先
の
支
挑
速
度
を
指
示
す
る
如
く
支
抑
勘
定
の
大
小
は
合
祉
の
支
梯
速
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
o
一
般
の
信
用
期
間
が
三
十
日
な
れ
ば
支
梯
勘
定
は
一
ヶ
年
の
総
仕
入
高
の
十
二
分
ノ
一
を
越
え
て
は
な
ら
ぬ
。
但
此
-
ア
ス
ト
ケ
通
用
す
る
に
蛍
っ
て
、
注
意
す
べ
き
は
季
9 
節
的
に
仕
入
を
行
ふ
一
卒
業
で
あ
る
。
か
¥
A
る
事
業
に
在
つ
て
は
或
時
期
に
は
E
額
の
負
伎
を
有
す
る
が
他
の
時
期
仁
は
僅
少
の
債
務
を
負
ふ
に
す
ぎ
な
い
。
如
何
な
る
事
業
に
於
て
も
現
金
挑
ケ
以
て
有
利
ご
す
る
。
現
金
抑
制
度
に
よ
る
時
は
現
金
割
引
を
受
く
事
が
出
来
る
の
み
な
ら
や
現
金
挑
の
顧
客
に
濁
し
て
は
其
債
格
も
色
づ
け
ら
る
、
か
ら
で
あ
る
。
か
〉
る
理
由
に
よ
り
銀
行
に
濁
す
る
支
挑
手
形
を
以
て
同
額
の
支
捌
勘
定
よ
り
も
望
ま
し
い
ご
す
る
の
で
あ
る
。
支
挑
手
形
支
挑
手
形
は
商
業
債
継
者
銀
行
其
他
へ
渡
す
事
が
あ
る
し
又
詮
券
業
者
の
手
を
経
て
頁
渡
す
一
事
も
あ
る
。
商
品
代
金
ご
し
て
仕
入
先
に
手
形
を
渡
す
場
合
に
は
商
慣
例
自
に
基
き
て
波
し
た
る
も
の
な
り
や
賂
た
期
限
経
過
の
勘
定
を
決
一
泊
す
る
結
局
に
波
し
た
る
も
の
な
b
ゃ
を
確
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
支
抗
手
形
が
無
差
別
に
混
同
さ
れ
た
る
場
令
一
本
合
以
て
絡
は
っ
て
ゐ
る
数
字
が
表
は
れ
ゐ
る
時
は
銀
行
又
は
詮
努
業
者
に
之
主
只
波
た
し
た
る
事
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
此
粧
の
手
形
は
全
世
ご
し
て
企
業
が
回
一
・
じ
商
業
信
用
の
み
を
利
用
せ
迩
蒋
資
本
の
分
析
る
場
令
よ
り
も
一
一
庭
向
き
信
用
標
準
ぞ
維
持
せ
る
事
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
分
析
家
は
銀
行
信
用
を
享
有
す
る
合
一
祉
を
以
て
常
に
良
好
な
り
さ
考
へ
で
は
な
ら
な
い
。
何
さ
な
れ
ば
銀
行
自
身
さ
離
も
不
正
貸
付
十
行
ふ
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
兎
に
角
分
析
家
は
濁
立
し
て
其
剣
断
を
治
る
べ
き
で
あ
る
。
商
業
関
係
以
外
の
者
に
手
形
を
渡
し
た
る
場
合
に
は
共
財
政
般
態
に
就
て
問
題
が
あ
る
事
ケ
一
不
す
。
友
人
親
戚
役
員
等
よ
り
借
入
る
、
が
如
き
は
普
通
で
は
な
い
。
之
は
普
通
の
方
法
含
以
て
し
て
は
資
金
の
調
達
を
魚
す
能
は
ざ
る
が
如
き
財
政
困
難
の
場
合
ケ
除
い
て
は
行
れ
な
い
所
で
あ
る
o
此
等
の
人
々
よ
b
受
く
る
信
用
は
事
業
よ
b
は
人
的
基
礎
に
重
き
ケ
置
く
も
の
で
あ
っ
て
個
人
的
利
害
関
係
が
入
り
込
む
場
合
共
負
債
は
特
別
扱
を
受
く
る
危
険
が
あ
る
。
郎
も
一
皮
破
綻
起
る
や
破
産
手
続
開
始
前
に
此
等
の
借
入
金
の
支
梯
ひ
を
匁
し
或
は
其
資
産
中
或
物
に
濁
す
る
絵
保
根
伝
此
等
の
人
々
に
奥
へ
る
事
が
あ
る
。
而
か
も
此
等
取
引
は
財
政
表
に
表
は
す
事
な
く
隠
密
に
行
は
る
〉
。
二
四
九
商
業
主
経
済
借
入
金
借
入
金
は
時
ご
し
て
支
梯
手
形
さ
区
別
さ
れ
る
事
が
あ
る
。
而
し
て
雨
者
の
相
違
は
若
し
在
hJ
ご
せ
ば
そ
は
約
束
手
形
さ
一
玄
ふ
が
如
き
書
式
の
存
せ
ぎ
る
駄
で
あ
ら
う
。
借
入
金
は
雨
営
事
者
の
帳
簿
上
に
記
録
さ
れ
る
事
も
あ
る
。
借
入
金
は
前
誌
の
支
梯
手
形
其
他
な
る
項
目
中
に
入
る
べ
き
性
質
ケ
有
す
る
諸
相
の
借
入
金
を
も
一
不
す
事
が
あ
る
。
又
受
取
勘
定
ケ
携
保
ざ
し
て
金
融
合
一
枇
よ
り
借
入
れ
た
る
借
用
金
を
一
不
す
事
も
あ
る
。
此
金
融
合
一
枇
は
又
g
の
の
守
谷
-
0
8
5
H
U
P
E
g
s
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3ロ
円
。
切
さ
も
一
疋
ひ
優
良
な
る
受
取
勘
定
に
調
し
其
七
五
l
入
0
.
ρ
1
セ
ン
ト
の
貸
付
を
行
っ
て
ゐ
る
o
而
し
て
受
取
勘
定
は
借
入
金
の
支
抑
ケ
保
詮
す
る
忽
に
譲
渡
さ
れ
る
。
か
く
て
期
日
に
至
り
貸
主
よ
り
直
接
回
投
ち
る
冶
事
ご
な
る
の
で
あ
る
が
之
は
借
主
の
欲
せ
5
る
所
で
あ
る
。
蓋
し
借
主
は
得
意
先
が
か
¥
A
る
取
き
め
か
」
賢
際
嫌
悪
す
る
さ
一
式
ふ
よ
り
は
寧
ろ
猪
疑
の
限
ケ
以
て
見
ら
る
、
?
好
ま
ゴ
る
が
故
で
あ
る
。
従
て
普
通
に
は
無
告
知
主
義
(D825zs
‘ 
二
五
O
出
g
z
g
H
)一
戸
口
)
が
行
は
れ
此
方
法
に
て
は
得
意
先
は
其
債
務
が
携
保
に
供
せ
ら
れ
た
る
事
を
知
ら
十
其
債
務
ケ
債
権
者
に
も
隠
く
す
事
が
出
来
る
。
合
一
肢
が
其
受
取
勘
定
と
只
渡
し
又
は
割
引
せ
ん
ざ
す
る
時
次
の
諸
項
を
規
定
す
る
契
約
書
に
署
名
す
る
の
で
あ
る
。
(
一
)
譲
渡
者
の
負
捻
額
並
に
支
那
期
日
(
二
)
無
告
知
宇
一
義
に
在
つ
て
は
譲
渡
者
は
金
融
合
一
肢
の
監
査
役
を
し
て
自
由
に
其
帳
簿
其
他
の
記
録
ぞ
検
査
せ
し
め
る
事
。
(
三
)
譲
渡
者
は
受
取
日
に
合
祉
に
頁
渡
し
た
る
受
取
勘
定
の
支
梯
又
は
内
梯
ご
し
て
受
取
り
た
る
小
切
手
手
形
其
他
伝
侍
迭
す
る
事
。
(
四
)
譲
渡
者
は
舎
一
祉
に
調
し
譲
渡
せ
る
受
取
勘
定
に
関
す
る
一
切
の
事
務
を
代
四
す
る
権
限
を
附
奥
す
る
事
。
加
之
譲
渡
者
は
現
貨
に
受
取
勘
定
に
劃
す
る
一
切
の
権
利
?
一
譲
渡
す
る
。
上
越
せ
る
所
は
一
般
に
行
は
る
〉
所
で
あ
る
が
其
愛
形
ご
も
稿
す
べ
き
も
の
を
次
に
掲
げ
ゃ
う
。
(
一
)
金
融
合
赴
中
に
は
受
取
勘
定
の
外
に
手
形
や
引
受
手
形
を
取
る
も
の
が
あ
る
。
之
は
自
動
車
の
如
き
商
口
仰
を
販
真
し
英
内
梯
ご
し
て
二
以
上
の
手
形
含
'" ・v
受
く
る
が
却
さ
小
良
両
人
に
見
る
所
で
あ
る
。
か
、
為
る
手
形
は
商
業
銀
行
に
於
て
は
割
引
き
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ご
ご
貸
主
が
受
取
勘
定
ケ
割
引
し
之
ぞ
引
受
〈
る
事
が
あ
る
。
其
場
合
控
除
ち
れ
る
手
数
料
又
は
割
引
料
の
額
は
相
官
大
に
し
て
貸
主
に
利
子
並
に
貸
倒
損
失
の
見
積
額
ぞ
補
償
し
て
充
分
な
る
も
の
で
あ
る
。
返
送
口
問
貸
倒
れ
を
除
く
其
他
の
理
由
に
よ
っ
て
受
取
ー
勘
定
の
金
額
が
低
減
せ
し
め
ら
る
冶
が
如
き
場
合
を
慮
り
譲
受
人
を
保
全
す
る
匁
に
現
貨
の
貸
出
高
を
受
取
勘
定
さ
手
数
料
さ
の
差
額
以
内
ざ
し
て
ゐ
る
。
受
取
勘
定
が
支
挑
は
れ
た
る
後
譲
渡
者
は
其
差
綴
だ
け
か
』
受
取
る
の
で
あ
る
。
此
極
の
貸
出
し
を
行
ふ
舎
一
肢
は
普
通
の
金
融
合
一
肢
で
は
な
く
譲
渡
者
さ
特
別
関
係
を
有
せ
る
も
の
で
あ
る
。
立
〈
例
は
之
争
綿
布
工
場
の
製
口
問
診
頁
捌
く
問
屋
に
見
る
の
で
あ
る
。
印
も
古
川
ロ
m
e
T
販
資
す
る
の
み
な
ら
宇
其
勘
定
の
回
吹
を
錯
す
代
理
商
は
之
争
ニ
ア
Y
ク
V
J
ア
レ
代
理
商
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。
(
三
)
告
知
主
義
に
在
り
で
は
債
務
者
に
受
取
勘
定
辺
昭
資
本
の
分
析
一
議
波
の
旨
ケ
遮
知
し
金
融
合
一
此
へ
直
接
送
金
す
ぺ
き
事
を
指
図
す
る
の
で
あ
る
。
此
方
法
に
謝
す
る
非
難
に
就
て
は
銃
に
逃
ぺ
た
。
従
て
多
く
の
場
合
無
告
知
の
方
法
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
》
る
資
金
調
達
方
法
に
お
す
る
一
非
難
ざ
し
て
債
権
者
に
謝
し
債
務
の
存
在
を
隠
蔽
す
る
事
さ
な
る
さ
一
去
は
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
譲
受
人
は
最
も
健
良
な
る
受
取
勘
定
ャ
鎗
保
に
取
る
が
故
に
之
が
忽
一
般
債
格
者
は
破
産
の
際
に
そ
れ
だ
け
危
険
を
成
十
る
事
さ
な
る
o
既
に
説
明
せ
る
如
く
現
金
資
産
は
短
期
信
用
附
奥
の
基
礎
ざ
し
て
最
も
枇
迎
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
o
向
金
融
曾
一
祉
の
割
引
率
は
銀
行
の
割
引
率
よ
り
高
い
の
で
あ
る
。
従
て
此
理
由
に
よ
り
此
方
注
に
依
る
は
銀
行
よ
り
融
過
を
受
く
る
事
が
出
来
な
い
場
合
に
し
て
商
業
債
権
者
の
警
戒
す
ぺ
き
危
険
あ
る
事
を
示
す
の
で
あ
る
。
或
合
一
肢
に
て
は
受
取
勘
定
捻
保
に
よ
る
借
入
方
法
を
以
て
慌
張
期
間
に
受
取
勘
定
ざ
し
て
固
定
せ
る
資
本
を
現
令
化
す
る
に
用
ふ
ぺ
き
も
の
注
し
て
ゐ
る
。
併
し
之
は
策
の
宜
し
き
を
得
ま
る
過
大
慌
張
な
り
さ
二
五
商
業
さ
経
済
し
て
非
難
ケ
受
け
て
ゐ
る
。
支
し
之
は
商
業
債
格
者
に
危
険
&
徐
計
に
負
荷
せ
し
め
る
事
ご
な
る
が
魚
で
あ
る
要
す
る
に
か
、
る
信
用
形
式
を
利
用
す
る
場
合
は
事
業
が
其
買
入
る
〉
商
品
に
劃
し
て
現
金
を
以
て
支
梯
ひ
規
則
的
に
現
金
割
引
を
得
ペ
き
地
位
に
在
る
事
が
必
要
で
あ
っ
て
、
此
場
合
に
於
て
は
最
早
や
上
越
の
如
き
非
難
は
や
回
ら
ざ
る
も
の
ご
な
る
の
で
あ
る。
未
沸
費
用
未
梯
費
用
が
相
官
級
に
上
る
事
は
殆
ざ
な
い
。
之
は
慎
重
な
る
合
計
整
理
を
行
へ
る
事
を
示
す
も
の
さ
し
て
意
義
あ
る
項
目
で
あ
る
。
共
他
の
未
抑
分
ど
共
じ
此
項
目
が
存
在
す
る
は
財
政
表
が
現
金
的
基
礎
に
非
、
ざ
る
事
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
普
通
な
る
も
の
ご
し
て
は
給
料
並
に
賃
銀
の
未
梯
、
利
息
の
未
抗
、
租
税
の
未
梯
等
が
あ
る
。
未
挑
費
用
ど
共
他
の
負
債
さ
は
後
者
が
帳
簿
ヘ
記
入
済
さ
な
れ
る
取
引
の
結
果
な
る
結
に
於
て
臭
っ
て
ゐ
る
。
印
も
支
那
勘
定
は
只
入
佐
怨
し
送
波
予
受
入
れ
た
る
時
始
め
て
表
は
る
〉
の
で
あ
る
o
又
支
怖
卵
子
二
五
ニ
形
は
約
束
手
形
ケ
振
出
し
た
る
時
又
は
債
格
者
が
振
出
し
た
る
手
形
を
引
受
け
た
る
時
始
め
て
表
は
る
〉
の
で
あ
る
o
然
る
に
未
梯
費
用
に
在
h
ノ
て
貸
借
劉
照
表
調
製
時
に
特
に
算
出
せ
る
金
綴
に
し
て
賂
来
賃
金
租
税
利
子
の
支
抑
等
の
如
き
取
引
の
殺
生
す
る
事
を
期
待
せ
ろ
も
の
に
し
で
過
去
の
期
間
が
賂
来
の
債
務
に
調
し
責
任
あ
る
程
皮
ぞ
明
に
せ
る
も
の
で
あ
る
o
配
常
金
未
沸
費
用
中
に
線
上
又
は
未
挑
配
時
国
金
(
P
2
5
0仏
¥ノ
色
丘
己
O
E
m
)
な
る
名
務
を
見
る
事
が
あ
み
o
仰
此
勘
定
科
目
は
株
主
に
到
す
る
配
管
金
ぞ
以
て
時
の
経
過
に
よ
り
殺
生
す
る
債
務
な
り
さ
宕
倣
す
も
の
で
あ
る
が
之
は
勿
論
正
し
〈
な
い
。
佼
先
株
に
濁
す
る
配
蛍
金
さ
へ
も
主
役
が
相
合
し
之
を
決
定
す
る
迄
は
株
主
に
濁
す
る
債
務
さ
は
な
ら
ぬ
。
併
し
一
度
決
定
せ
る
配
蛍
金
は
純
然
た
る
債
務
に
し
て
配
蛍
金
勘
定
(
口
三
平
g含
3
3ヴ円
0
2
口
三
4
2
Q
m
p己
白
色
)
に
て
虎
理
す
ぺ
き
で
あ
る
。
度
t
合
一
泣
が
氾
去
の
配
蛍
記
録
を
保
持
せ
ん
ど
欲
す
る
も
暫
く
現
金
を
保
有
す
る
必
要
ゐ
る
場
令
読
者
一
日
， 
配
蛍
(
∞
の
円
一
日
)
盟
〈
丘
gQ)
の
決
議
を
結
局
す
事
が
あ
る
。
此
詮
書
は
株
主
に
お
す
る
約
束
手
形
に
し
て
「
配
蛍
金
詮
書
」
(
口
広
骨
三
∞
ο
ユ
℃
)
な
る
流
動
負
債
ご
し
て
¥
J
J
 
表
示
さ
れ
る
。
伊
制
、
我
図
に
於
て
未
排
配
営
企
な
る
糊
定
私
見
ろ
が
之
口
町
営
金
に
し
て
一
定
期
間
経
過
す
る
も
請
求
し
来
れ
ら
ざ
る
も
の
ら
整
理
の
潟
此
刊
定
ら
泣
く
る
も
の
で
之
は
純
然
大
ろ
流
劫
負
債
大
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
日
一
九
二
一
年
二
月
十
五
日
∞
g
F
問
。
。
宮
島
内
O
B宮
E
o
は
営
時
五
額
の
流
動
負
債
守
有
し
れ
あ
潟
に
一
一
株
煎
弗
の
町
営
金
品
一
九
二
二
年
八
月
十
五
日
迄
に
償
還
す
ぺ
き
六
歩
利
付
の
詮
舟
立
た
以
て
支
抑
つ
土
が
五
十
株
以
内
の
株
主
に
封
し
て
は
之
に
供
ふ
不
促
在
免
が
れ
し
む
ろ
が
震
に
或
商
合
在
し
て
此
詮
書
た
額
面
に
て
引
受
げ
し
む
る
事
岳
、
通
知
し
士
。
未
経
過
利
盆
未
経
過
利
盆
も
亦
一
般
に
流
動
負
債
中
に
合
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
出
版
業
者
は
年
末
に
於
て
十
高
の
議
読
料
を
受
け
て
ゐ
た
さ
す
る
o
而
し
て
此
講
読
料
に
し
て
次
年
度
に
渉
る
も
の
に
は
一
ヶ
月
よ
り
十
二
ヶ
月
も
兵
っ
て
ゐ
て
共
平
均
が
六
ヶ
月
で
あ
っ
た
さ
す
る
。
此
議
読
料
の
吹
入
額
が
三
十
高
弗
な
り
ご
す
れ
ば
米
経
泌
分
は
十
五
市
弗
で
あ
る
υ
而
し
て
未
速一
M
，
R
本
の
分
析
経
過
分
に
相
蛍
す
る
金
領
は
流
動
資
産
ざ
し
て
何
時
に
で
も
利
用
し
得
る
様
に
結
局
し
置
く
必
要
が
あ
る
。
時
の
経
過
に
従
て
利
盆
さ
な
る
部
分
は
之
ゃ
除
き
其
金
額
は
出
版
費
用
に
次
第
に
消
費
さ
れ
て
行
く
の
で
糸
W
4
Q
0
・
「
未
経
過
議
議
料
」
(
dロ
g
g丘
p
g丘
三
oロ
ω)
な
る
未
経
過
牧
盆
は
引
渡
す
ぺ
き
商
品
に
お
す
る
出
版
業
者
の
債
務
で
あ
る
。
普
通
の
涜
勤
負
債
さ
同
じ
く
其
消
滅
は
流
動
資
産
の
減
少
ケ
来
た
す
の
で
あ
る
。
併
し
其
全
般
入
ケ
以
て
直
に
そ
れ
だ
け
利
用
し
得
ぺ
き
牧
盆
な
り
さ
考
へ
る
傾
向
が
あ
る
が
勿
論
か
、
る
取
扱
は
設
り
で
あ
る
。
か
¥
為
る
未
経
過
牧
盆
に
諒
す
る
債
務
ぞ
脱
漏
せ
る
や
否
や
は
山
町
田
該
事
業
が
主
(
商
品
又
は
使
盆
ケ
引
渡
す
前
に
支
梯
ひ
を
受
く
る
も
の
な
り
や
否
や
や
}
考
へ
る
な
ら
ば
容
易
に
之
を
後
見
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
回
以
上
越
ぺ
た
る
は
運
航
吋
資
本
に
関
す
る
一
般
的
研
究
に
し
て
報
告
さ
れ
ぎ
る
詳
細
な
る
事
項
や
『
如
何
に
し
て
獲
得
す
る
や
は
論
じ
な
か
っ
た
所
で
あ
る
。
而
二
五
三
商
業
さ
経
済
し
て
其
他
の
事
、
貨
を
知
る
能
力
は
人
に
よ
b
叉
事
情
に
よ
り
異
っ
て
ゐ
る
。
慎
重
な
る
分
析
の
始
以
績
に
は
偉
大
な
る
も
の
が
存
す
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
詳
細
な
る
事
項
を
要
求
し
得
る
権
限
に
就
て
は
多
少
の
相
違
が
あ
る
。
事
業
経
楼
の
掌
に
蛍
る
者
が
此
賂
に
於
て
第
一
位
に
在
る
も
の
で
あ
る
。
主
〈
主
た
る
問
題
は
提
出
せ
る
数
字
の
意
義
を
理
解
し
且
其
他
の
報
告
を
必
要
さ
す
る
時
期
を
知
る
に
在
る
の
で
あ
る
。
更
に
↓
公
平
無
私
な
る
第
三
者
の
地
位
じ
立
つ
を
必
要
ご
す
る
の
み
な
ら
や
出
来
る
限
り
同
種
事
業
の
報
告
書
に
も
精
通
す
る
を
必
一
長
ざ
す
る
の
で
あ
る
。
比
較
に
よ
っ
て
往
々
其
侠
陥
ケ
見
出
す
事
が
出
来
る
。
此
貼
に
於
て
銀
行
家
は
重
要
な
る
助
力
を
結
局
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
銀
行
の
信
用
調
査
係
は
詳
細
な
る
事
項
を
求
め
得
る
黙
に
於
て
第
二
位
じ
位
す
る
も
の
で
あ
る
。
銀
行
の
信
用
傑
準
高
き
刷
局
じ
銀
行
家
は
特
に
巽
借
手
の
財
政
欣
態
に
お
し
確
な
る
洞
察
力
を
必
要
ご
す
る
の
で
あ
る
。
銀
行
家
ご
し
て
は
借
手
の
預
金
及
び
引
出
し
を
注
減
す
る
な
ら
ば
大
じ
得
る
所
が
在
る
で
あ
ら
う
。
二
五
阻
短
期
債
権
含
有
す
る
他
の
債
権
者
は
詳
細
な
る
報
告
を
知
り
得
る
黙
に
於
て
第
三
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
υ
而
し
て
上
記
の
如
き
報
告
企
得
る
事
は
出
来
る
答
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
従
来
商
業
債
椛
者
は
之
を
結
局
す
事
が
出
来
な
か
っ
た
が
近
年
大
に
業
面
白
を
改
む
る
に
至
っ
た
Q
向
其
根
強
き
協
同
的
努
力
に
よ
っ
て
漸
次
よ
り
よ
さ
叉
よ
り
完
全
な
る
報
告
を
得
る
殺
に
な
っ
て
来
て
ゐ
る
。
概
し
て
投
資
的
及
投
機
的
一
公
衆
は
事
業
内
部
の
事
情
ケ
殆
ぎ
知
る
事
が
出
来
な
い
地
位
に
居
る
。
彼
等
の
匁
に
は
定
期
に
一
公
告
さ
る
〉
簡
潔
な
る
財
政
表
で
充
分
間
に
合
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
一
公
一
不
手
段
じ
よ
っ
て
財
政
表
を
一
公
告
す
る
合
祉
は
よ
り
高
き
信
用
評
債
を
受
け
其
結
果
資
本
の
獲
得
が
容
易
且
有
利
さ
な
る
の
で
あ
る
。
ハ
終
り
〉
